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兵庫県に於けるウラナミジャノメ

の分布と生活史 庁〃、防円広畑政己

県下に生息するウラナミジャノメ属Ypthima 2種の

うち、 ヒメウラナミジャノメは山野に普通に見られる

が、本種の分布は局所的で個体数も少ない。

一般的にジャノメチョウ科のチョウは人気がなく、

研究もその分だけ遅れている。県下に於ける本種の分

布については、山本広一・吉阪道雄(1960)などによっ

て、その大略が明らかになっているが、生活史につい

てはいまだ謎に包まれたままになっている。

本種の食草は、川副昭人・若林守男(1976)によると、

イネ科のササクサやカヤツリグサ科の1種から幼虫が

発見されているとの報告があるので、筆者は本種の生

息地に於て、これらの植物にて幼虫を捜したが、 イネ

科の植物は種類も多く、いたる所に繁茂しておI)、そ

の上、幼虫の色が植物に酷似し、揺り動かすと落下す

るという習性などの悪条件にも妨げられたのか、幼虫

の調査はままならず、結局は発見することができなか

った。

このようなわけで、成虫以外の形態では自然状態で

観察することができなかったが、本種の第1化の個体

から採卵して飼育をしていたところ、夏季に幼虫の発

育のスピードが衰え、そのまま越冬するという事実が

判明したので、飼育の結果に野外での発生状況などを

加え報告した次第である。

分布については従来報告されている産地と、新しく

発見された産地とを併せてまとめてみたが、筆者が調

査に当ったのは西播地域が中心であり、 まだまだ抜け

落ちている生息地もあると思われる。従って本稿は本

種の県下に於ける分布と生活史を解明するための基礎

資料として御活用いただければ幸せである。

本稿を草するに当り調査に御協力いただいた相坂耕

作、入江照夫、木村三郎、近藤伸一、八木弘の諸氏と

採集記録を御提供いただいた青山潤三、稲田和久、上

田尚志、尾崎勇、木下賢司、西隆広、山本正勝、山本

広一、吉田豊の諸氏、そして文献を御恵与いただき、

御助言をいただいた石塚棋法、新川勉、原聖樹、法西

定雄、牧林功、水元満夫の諸氏並びに八尾市近辺の状

況の御教示を仰いだり、卵を提供下さった高橋邦明、

津村亮次、能川義男の諸氏にお礼申し上げる。

1 ，採集記録

本種の国内に於ける分布は、九州、四国をはじめ本

州の中国、近畿、東海地域を経て神奈川県西部に及ん

でいるが、 ヒメウラナミジャノメのようにどこにでも

いる種ではなく局所的な分布をしている。

県下に於ては、神戸市、西宮市、三田市、明石市、

西脇市、小野市、加西市、姫路市、相生市、赤穂市、

洲本市、加古川市、多紀町、家島町、上月町、大河内

町、生野町、関宮町、御津町、竹野町、佐用町、南淡

町、緑町などからの記録があるが、県下南部と淡路島

の記録が多く、北部からは関宮町鉢伏山､同町杉ヶ沢、
竹野町阿金谷の記録しか知られていない。

分布が局地的である上に、いづれの生息地も個体数

は少なく、一度に多数の個体を見られる所はない。

図1． 兵庫県に於けるウラナミジャノ〆の分布概念図

？

零噌

－1－

』



てんとうむし981981. NQ7

12-Ⅸ-1965勝川一(4)

25-Ⅶ-1963西垣一(4)

22-Ⅵ-1965勝川一(4)

23-Ⅵ-1962尾崎勇

21-W-1970相坂耕作

26-Ⅵ-1966木村三郎

赤穂市坂越 231旱

〃 周世神護寺 1手

〃加里屋駅前町 1＄

明石市松蔭 132旱

佐用郡上月町久崎 1半

佐用郡佐用町海内 2t

神崎郡大河内町太田池周辺一

本種とヒメウラナミジャノメの標本を並べて比較す

ると、その差異は明らかであるが、野外で見かけた時

は、 よく見定めないと見過ごしてしまう場合がある。

ジャノメチョウ科の蝶は人気がない上に、このような

要因がプラスされるので発見されない場合も多い。こ

こ数年間に新しい生息地もかなり見つかっており、 よ

く調査を行えば、今後新しい生息地がまだまだ発見で

きるものと思われる。

県下に於いてこれまでに発表されている記録と、未

発表の記録を各々産地ごとに1例づつ上げると次の通

I)となる。

木村三郎5）
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5－Ⅷ-1946山本広一⑲

20-Ⅶ-19634崎飼封

23-Ⅵ-1971堀田久(11

18-Ⅸ-1977近鯛申-

10-W-1969坂口榊’

10-V-1959藤平明鯛

10-Ⅵ-1966 〃 ⑫

22-Ⅵ-1967 〃 ⑫

14-Ⅸ-198O前川和昭⑭

〃 〃鉢伏山 1¥

城崎郡竹野町阿金谷

洲本市下加茂 1$

三原郡緑町中条中筋 1t

〃南淡町大日ダム 1t

〃 〃 阿万 1旱

〃 〃灘 lex

〃 〃 黒岩 1t

〃 〃灘相川 2exs

<採集記録＞

神戸市長田区堀切 7exs 9-VI-1964三木進(10

〃 中央区天狗道 1ex 6-W-1965三木進"

〃 〃 摩那ケーブル付近－7－Ⅷ-1966田中利脚10

〃 東灘区御影町 1t 22-Ⅷ-1952吉阪道焔19

〃 〃 本山町岡本多数－－Ⅵ-1962青山潤三

〃 須摩区落合 5t 24-W-1965山本正勝

〃垂水区下畑 23 24-Ⅶ-1975尾崎勇

〃六甲山中腹～再度山 加藤昌宏(6)

西宮市甲山 一一一Ⅷ-1952田中蕃(1D

三田市虫尾 1t 22-W-1966山本広一

西脇市和布 多数中棚-1964吉田豊

2、生息地の概要

県外での生息地は一般に明るい疎林、樹林周辺の乾

性草原が多く、愛知県や岐阜県では湿原周辺の疎林に

見いだされることが多いようである(福田晴夫他1972)。

県下においては愛知県や岐阜県のように湿地の周辺

に見られる場合が多く、神戸市須摩区落合、西宮市甲

山、小野市下来住、加古川市志方町、平荘、城山、相

生市天ヶ台、赤穂市坂越、加里屋、上月町久崎、生野

町栃原などでは湿性草地を住みかとするヒメヒカケと

同居している。他の生息地についても聞くところによ

れば湿地が多いようで、筆者の調査に当った県下南西

部の姫路市、相生市、赤穂市の生息地も、乾性草原で

はなく、湿った草地で、これらの場所は、平地に隣接

する山の裾や山あいの道沿の湿ったところで、そこに

は1～3m程度の幅の谷川や疎水があったり、山道や

山肌からは水がにじみ出ているというところが多い。

また、生息場所の一部にはカヤツリグサ科の植物の群

落があるところもある。

いずれの生息地も個体数は少なく、須摩区落合のよ

うに都市周辺の生息地は、宅地造成などによって破壊

され、本種が絶滅したところもある。

(3)
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姫路市打越
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〃 則直

飾磨郡御津町新舞子

相生市大谷町天ヶ台
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〃那波
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な結果となってしまった。この年(1980年)も8月下旬

から9月下旬にかけて再三調査を行ったが、 2化の個
体はみつかっていない。

1981年は八木弘氏によって6月中旬より調査が行わ

れたが、成虫の初記録は6月19日で、 6月28日になる

まで平が確認できていない。 6月28日の旱は採卵に失

敗したが、 7月3日に採集した個体が7月6日から7

月10日にかけて産卵したので、姫路市にて野外で飼育

を行った。卵は7月14日に孵化し、 8月10日には9皿

～10mに、 8月30日には10mm～12皿に、 9月13日は10

皿～14mに成長したが、やはり1980年の飼育時同様夏

季に成長が抑制され、 2化には至っていない。

3， 1化の記録と2化の記録

表1.の月別採集件数表でもわかるように、南淡町阿

万の5月10日の記録は例外として、 6月上旬から第1

化の発生が始まり、 6月中旬から下旬にそのピークが

ある。 7月に入ってもだらだらと発生が続き、中旬、

下旬になっても新鮮な個体が見られる。

県下では2化の記録は少なく 、 8月下旬から9月中

旬にかけて、神戸市御影町、本山町、西宮市甲山、赤

穂市坂越、緑町中条中筋、南淡町灘相川、姫路市才、

御津町新舞子などで記録されているにすぎない。

本州中部地方の一部や山地では､6月中旬から7月下

旬にかけて年1回の発生にとどまるところもあるよう

で（福田晴夫他1972)､県下に於てもそのような所もあ

るのではないかと考えている。

関宮町鉢伏山の8月5日の記録などは1化の遅いもの

のようで、 1化の地域は発生時期も遅いようである。

8月下旬から9月中旬にかけては成虫の採集シーズ

ンも終ったあとで、本種を目あてに採集する人も少な

いので、発見される機会が少なく、このようなことが

2化の記録の少ない要因ではないかと思われる。従っ

てよく調査を行えば、これまで2化の記録のない所で

も2化の個体が得られるものと考える。

表1． 月別採集件数表

5，2化の地域にも1化がある

八尾市に於ては毎年2化の個体が発生しており、こ

の2化の地域のものと､1化の地域のものを同じ条件で

飼育をすれば、本種の生活史を何らかのかたちでつか

めるのではないかと思っていたところ、幸いにして八

尾市産の個体を飼育する機会にめく．まれ、相生市天ヶ

台産のものと同じ条件で1981年7月から9月にかけて

飼育を試みた。

飼育に使用した食草は双方共メリケンカルカヤで、

鉢植にしてネットでおおい同じ場所に並べて飼育をした。

相生市天ヶ台産は前述の通り、幼虫の成長が抑制さ

れたが、八尾市産の場合は成長が促進され、 8月20日

ごろから9月上旬にかけてすべて2化の個体が羽化し

ている。

これら2つの産地の飼育実験での相違点は、八尾市

産が6月29日から30日にかけて採卵、 7月5日に孵化

しているのに対し、相生市産は7月6日～10日に採卵、

7月14日に孵化しており、ここに約10日間のずれがあ

るということである。

この度の飼育では八尾市産の個体は2化したわけで

あるが、高橋邦明氏からの私信によれば、すべてこの

通りではないらしく、 1981年7月6日～9日にかけて

採卵したものが9月末現在まだ幼虫で、そのまま越冬

しそうな形勢とのことである。

4、相生市天ケ台での調査と飼育の結果

県下では前述の通り2化の記録は少ないが、相生市

の場合は2化するものと思い、 1979年の8月下旬より

9月下旬まで再三調査を行ったが､予想に反して2化の

個体はとうとう得られなかった。しかし、その年は6

月下旬から7月中旬にかけて約20頭の1化の個体が採

集されているので、その時は、 2化の個体が運悪く確

認できなかったものだと考えていた。 ところが、翌年

の7月13日に入江照夫氏が1早を採集されて飼育した

結果、 8月下旬になっても幼虫が10m～15m程度以上

には成長せず、その後筆者が引き取って野外で飼育を

行ったが、 10月上旬までは僅かながら摂食していたも

のが、 10月中旬になると全く摂食せず、そのまま越冬

してしまい、結局年1化のみで、幼虫越冬という以外

6， 1化と2化の化性を探る

年何化するかはその種にとって、その地域に永住す

るための最も適切な生活史としてなりたってきたはず
である。それは苛酷な冬の季節をいかに乗り切るかが
絶体必要な条件で、この冬にマッチした生活史によっ

て適応してきたと思われる。
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本種の場合は幼虫という形態が最も適しているのか、

これまで他の形態での越冬は耳にしたことがない。

問題は冬を幼虫で迎えるまでに1化するか2化する

かにあり、その生活史のプログラムはどのような要因

にて決まるのかが筆者の知りたいところであった。

相生市産、八尾市産の飼育の結果からは、 7月上旬

の10日間のずれが1化と2化を決定づけていることに

なるが、この10日間には平均気温で0.7℃より差がな

く、 また、 日長も僅か6分の差しかない。

この僅かの差が1化と2化の生活史を決めているの

か、また遺伝的に1化型と2化型の2つの型が存在す

るのかは、現時点では断定できないが、外因的要素の

日長によって決められるならば、前述の飼育の結果の

通り、 7月上旬から中旬にかけての日長が、幼虫の成

長を促進させて2化するか、抑制させて1化にとどめ

るかの臨界日長となるわけである。

また、 1化型と2化型が存在するならば、次のよう

なことが考えられる。つまり、従来2化性のものが、

分布の北限で1化性となり、隔離されることによって

1化型の生活史を確立し、そこには1化型のみが存在

する。そして、 2化型と1化型が八尾市のように同一

場所で存在するところは、 1化型の個体が、 1化型の

生活史を確立した後に、何らかの要因で2化型の地域

へ南下して、 2化型と1化型が共存しているというこ

とである。

このように1化型と2化型という定まった型があっ

たとすれば、 1化型は常に年1化で、 2化型は年2化

でなければならない。

しかし、 2化目の個体から採卵をし、孵化させたも

のを野外で飼育をしていたが、 10月末になっても8mm

~10mm程度で成長がとまり、 7月中旬からゆっくりと

成長している1化目からの幼虫と比較すると、 5mm~

6mmの差がでている。

11月に入ると気温も下がり、発育有効温度も得られ

ないので、双方共このままで越冬するものと思われる

ので、 5mm～6mの差で来年はスタートすることになる。

この個体が来年も2化をするためには、 1化目から

の幼虫を追い越すか、少なくとも同じ程度にまで成長

して越冬し、 1化の個体より一足早く全ステージを終

らないと、 2化のプログラムを維持できなくなるわけ

である。このような経過を見ていると、 2化目からの

個体は、来年2化する可能性は少なく、今年は1化で、

来年は2化となりそうな気配である。

しかし、これは1化目からの幼虫の成長を基にして

比較した上での推定で、この推定と'は逆に、 2化目か

らの個体はこの状態でも来年は2化をし、大きく育つ

ている1化目からの個体は来年は早く発生し、 2化を

するということも考えられる。

このように考えていくと、早く発生した個体は2化

をし、遅く発生した個体は1化で終るということが言

えそうである。そして、それは7月中、下旬ごろの日

長を幼虫が巧みによみとって決めているのではないか

と思われる。その日長は、 1化と2化に分かれた7月

中旬ごろの16時間前後と推測できる。

7， 1化と2化の生活史

年2化の個体は春の気温の上昇とともに目ざめ、光

周期が長日になるに従って成長する。そして、約16時

間30分の長日のピークに当る6月下旬までに1化目が

発生する。 2化目は15時間の中間日長までに全ステー

ジを完了し、 8月下旬～9月中旬に発生する。その次

の世代は、発育有効温度が得られる10月下旬まで成長

をつづけ、 2令～3令で越冬する。

一方、年1化の個体は、 16時間20数分の長日下の6

月下旬～7月上旬に1化が発生するが、次の世代の孵

化が7月中旬から下旬になるので、次第に短かくなっ

ていく日長に反応して成長のスピードをゆるめ、 3令

～4令で冬をむかえるという経過をたどっているよう

である。

本県には1化の個体と2化の個体が存在することは

すでに述べた通り、飼育や野外調査の結果、明らかに

なったが、温暖な地域では、本県と比較すると、晩秋、

早春にも発育有効温度が得られるので成長は早く、翌

年6月下旬ごろまでには1化の個体が羽化するので、

すべてが2化になるものと思われる。また、化性の推

移地域と思われる本県では、 1化と2化があり、羽化

期が7月上旬以降になる分布の北限になるにしたがっ

て、 1化のみになるものと推測できる。

図2．県下に於けるウラナミジャノ〆の生活史

－4－

、
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兵庫県の山地性オオウラギン

ヒョウモンについて 斗斤瀧近藤伸一

場として利用されている。発生地のスキー場は隣接ス

キー場と異なI)地区の人達のワラビの採取場所となっ

ているため毎年4月25日前後に火入れが行なわれる。

従って隣接スキー場と比較すると、生えている木本類

の種類は変らないが本数は非常に少〈、ほとんどがワ

ラビを中心とした草木からなり、又夏期は放牧場とし

て利用されている。ワラビの下草に各種スミレが分布

し、ワラビのない部分には芝に混ってスミレ類、カワ

ラケツメイが生育しツマグロキチョウが多数発生して

いる。中腹のカワラボウフウからキアケハが発生し、

クロシジミも多数発生する。

3，飼育結果

（イ）産卵について

表(1)のとおり9月6日に採集した平が9月28日から

産卵を始め10月15日まで309産卵した。

表－1 日別の産卵数

1 ， はじめに

山地性オオウラギンヒョウモンは、平地性のものと

比較すると一般に小型で、発生時期が遅く、夏眠しな

いと言われている。

これらの特性は、それぞれの集団の遺伝的特性であ

るのか、その生息環境に左右されるのか興味深い。兵

庫県は過去に平地においても採集されているが、現在

はほとんど発見出来ず西部の標高500m～800mの高原

で局地的に山地性のものが発生している程度である。

本種は他県の例にもれず数年前の多産地も現在は個体

数が激減しているようである。

1980年秋、関宮町東鉢伏にて（標高550m付近)採取

した芋から採卵して平地の条件（高砂市の自宅庭）で

飼育したものが本年羽化したので飼育結果とあわせて、

その生活史について考えてみたい。

2，発生地の環境について

代表的な産地一杉ガ沢高原と東鉢伏について述べる

（イ）関宮町杉ガ沢高原

標高750m前後の草原で中央に湿地を持ち周囲はカシ

ワの点在する疎林がとり囲んでいる。 ミズゴケ類、マ

アザミ、各種スケ類が自生する中央部の湿原からカシ

ワの疎林へと移行する間がカヤを中心とした草原にな

っており、そこにスミレ類が分布する。各種ヒョウモ

ン類の他、湿地のボウフウにキアケハ、草地のオミナ

エシにウスイロヒョウモンモドキ、カシワからはハヤ

シミドリシジミが発生する他ホシチャバネセセリ、コキ

マダラセセリ、ジャノメチョウ等も発生している。

この付近は安山岩を基岩とする塩基性の強い土質で、

地形的に準平原を形成しているため土砂の移動のない

水はけの悪い地域で風による生育阻害も加わり、古く

からカヤ場と呼ばれるススキ原となっており、村人は

カヤブキ屋根の材料をこの場所に求めていた。また但

馬牛の放牧にも使用されていたため、火入れ・放牧・

採草が繰り返えされヒョウモン類の生息に適した場所

となっていた。近年高原野菜の栽培が盛んになり続々

と開墾され草原のまま残されている面積は少い。

（ロ）関宮町東鉢伏

この付近は標高550mとやや低いが鉢伏安山岩系の火

山灰が堆積し塩基性の強い土壌で、やはり風による生

育阻害がみられ木本類の生育は大変長く、冬期スキー

(注） 天候、気温は姫路測候所
便宜上日照時間5時間以上①、 5時間以下◎で表示した。

なお木村三郎氏が1979年8月14日採集した芋は9月

24日から産卵を開始し､410卵（無精卵）確認しており、

生息地においても9月末から10月にかけて産卵するも

のと推定されるが、産卵数は個体差がありそうである。

本年確認のため9月27日両産地を訪れた。杉ガ沢では、

ウラギンヒョウモンの平ばかりでオオウラギンヒョウ

モンは確認出来なかったが、東鉢伏では産卵の状況こ

そ確認出来なかったが2早確認し1芋採取した。 2早

－6－
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①
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とも動きは活発で､、かれかかったワラビの生えた草地

を〈 ')かえし飛んだり .I上ったりしており、 ﾜﾗピの下

には多数のスミレか兄られた･

（ロ）越冬幼虫について

9ノ128日産卵されたものは10月30日より孵化を開始

し （卵期間33日以上)、 10月9日に産卵されたものは

11jjl6Hより孵化を開始した（卵期間38日以上)｡飼育

の条件は下図1.の通りである。

図1 ． 飼育の条件

肯
数

台
似
岡
〃

１
１

・
回
，
，
ト
ー

名称 飼育粕

j秀明プラスチ､ソク

飼育棺

@I1fj息場所

腿嵜
崇 内

束窓側
A鉢

旬F

jD

①5月28日鮫大の幼虫と段小の幼虫

虚
タッパウェヤー

改良輔

内

窓側

千､,'卜

穴

ユ､

二1二

南
B鉢 50

卿
タッバウェヤ

改良箱

塞 内t込

塑f力1
，口､ 手 し

C鉢 36

脇ノ
紫焼き

杣木鉢

陸 外

地lt40cm
D鉢 50

、〃
糸焼き

杣木鉢

雄 外

地|:40cm
E鉢 50

12月30日…l令幼虫(A鉢）枯葉の異、砂粒のf等

に潜み、 日中気温が上ると活発に動く （蚊高7.6℃妓低

－4．7℃姫路測候所）

1月21日…枯葉の炎に静｣こしている幼虫数は(A鉢）

1匹、 (B鉢)2匹、 (C鉢)6匹、 (D鉢)0匹、 (E鉢）

OILo

1月23日．…(A鉢)8匹、 (B鉢)3匹、 (C鉢)5匹、

(D鉢)0匹、 (E鉢)0匹、 3日の間に各鉢の幼虫数に

変動があり気朏の上昇.による移動と推定される。 （最

高8.8℃巌低－4℃姫路測候所） 8℃の条件下で肺止し

ている幼虫に刺激を与えると活発に動く 。 また水に対

する反応も敏感で、 (A鉢)の砂に水をかけ砂中の水位

が少し上ると砂の表面に現れる幼虫の数がふえる。

（ハ）幼虫から羽化まで

3月気温の上昇とともに室内(A、B.C鉢）にカビ

か発生して、幼虫は全滅した。

4月23日．…屋外に放置している(D･E鉢)よI) 1令

幼虫に拠って2令幼虫を確認、 スミレの若葉に小さな

食痕があり、 この頃休眠からめざめているようである。

幼虫の数は(D･E鉢)合せて20匹ぐらい確認出来た。

5月28日…･幼虫は令数不明ではあるか4mmから13m

の大きさまで成長のばらつきは大きい。 しかし成長の

遅いｲ|古1体がその後羽化出来るまで遅れをとり戻したか

と．うかは確認出来なかった。 この時期幼虫を見つける

②6月24日終令幼虫

③6月24日蜥

のは大変困難で枯葉が巻いて出来る少しの隙間等にも

〈･り込んでおり摂食している様子は一度も確認出来な

かった。

－ワー
〃
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6月6日…･最初の終令幼虫が現われる。 6月24日よ

り7月4日にかけて7匹踊化し、 7月6日から7月15

日にかけて234旱が羽化した。 （蛎期間10日～11日）

4、生活史について

オオウラギンヒョウモンも他の昆虫と同様に山地性、

平地性それぞれが生活環境に適したように調整しなが

ら生活を営んでいる。次表は山地性オオウラギンヒョ

ウモンの生息地の推定日平均気温と姫路市の日平均気

温の比較である。少し無理はあるが姫路市の平均気温

を平地の気温と仮定して進める。

旬まで観察されておI)4月中、下旬頃休眠からさめる

ようである。

成虫は6月上旬より発生し秋の交尾の観察例のない

ところから、すべて越夏前に交尾し、 10月中旬前後に

産卵された卵は6週間の卵期を経て11月下旬より12月

上旬にかけて孵化し越冬に入る。兵庫県は平地性のも

のの数が少〈野外観察例はないが、採集例はいずれも

6月であり）同様の生活を送るものと推定される。

5， 山地性と平地性との比較

（イ）羽化時期について

山地性のものを平地の条件で飼育した場合休眠から

さめる時期は大差ないとおもわれるが幼虫期間は長く
羽化の時期は平地性のものと比較して1ヵ月以上遅い。

この性質は遺伝的なものではないかと考える。

（ロ）夏眠について

山地性のギが羽化し交尾した後も日平均気温は23℃

～24℃と平地の6月下旬～7月上旬の気温で、そのま

ま秋になり、 もし夏眠の原因が気温の高さによるもの

であるなら夏眠する必要はない。また山地性の羽化時

期の遅れが交尾時期を遅らせ夏眠の期間を持つことな

く産卵期に入ることが出来るようである。

（ハ）大きさの比較

山地性のものを平地の条件で飼育した場合平地並の

大きさに育てば山地性の小型の原因は遺伝的なもので

はないと判断出来るが、今回羽化した早の前翅長の平

均は37.7mm、 ＄は34mmと尾崎氏の測定された東鉢伏産

203の平均34.8mmと比較して変りがないため、遺伝的

な原因による小型化か飼育による外的要因による小型

化か判断出来ない。

表2． 山地と平凱の日平均気渭

I

ID

鎚
蝋

〈採集記録＞

<山地性＞

養父郡関宮町杉ガ沢

〃 〃 東鉢伏

〃 〃 杉ガ沢

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 ． 〃 東鉢伏

〃 〃 〃

－．－姫路測候所平年気温（日平均）

一・一一・一オオウラギンヒョウモン発生地推定気温

（村岡町日平均気温に高度差－2℃を加えた

もの）
33

1$

2t

131ギ

33

3早

3手

1旱

広畑政己

浅田卓

戸田智三

花岡正

戸田智三

木村三郎

近藤伸一

近藤伸一

24-Ⅶ-1977

27-VI-1980

29-Ⅶ-1979

3－Ⅷ-1980

8－Ⅷ-1979

14-Ⅷ-1979

6-m-1980

27-Ⅸ-1981

山地性については1日の平均気温が10℃を越るのは

4月下旬で、このころから5月にかけて越冬幼虫は休

眠からめざめるものと推定される。採集記録から3は

7月中、下旬より旱は8．月上旬から羽化を始め、 8月

中旬ごろまでにかけて交尾し（広畑氏は1979年8月14

日杉ガ沢にて交尾を確認されている）夏眠することな
く9月下旬から10月中旬にかけて産卵胆.10月末から

11月中旬に孵化した幼虫はそのまま越冬に入る。

一方平地においては4月上旬ごろには10℃を越えス

ミレも芽立ちを始める。滋賀県八日市市における野外

観察例（森1958）では2令幼虫が4月下旬より5月上

<平地性＞

川西市

小野市片山町

洲本市安乎町

吉阪道雄

山本広一

堀田久

３
ｔ
ｔ

ｌ
ｌ
ｌ

11-Ⅵ-1948

13-Ⅵ-1932

23-Ⅵ-1946

－8－





てんとうむし106
1981. NQ7

兵庫県のクビナガハムシ
(兵庫県甲虫相資料・94）

橋寿郎局

に分布している可能性は充分ある。

産地：美方郡浜坂[lex.,13-Ⅵ-1976, Isonoleg.,

lex., 1－Ⅵ-1977, Shimoda leg.，磯野, 1979)*

2． Lemaadamsii Baly, 1865

キベリクビボソハムシ

本種も黄赤褐色、頭楯の2紋、前胸背の4紋、各上

翅の巾広い縦帯紋が黒色を呈するのが基本的な形態で

光沢もあり美しい種である。

食草はヤマノイモが知られている。斑紋の変化も割

合あるようでその変化については中條博士が詳しく書

いておられる（新昆虫,W, 13, pp.4-6, 1954)。

兵庫県下では大変個体数の少い種の1つである。全国的

にもそう多くいる種ではなさそうである。生態に就い

ても詳しい報告はない。

・産地：神崎郡大河内町川上〔木元・日浦， 1971〕・

宍粟郡音水(lex.,21-Ⅵ-1972)。 氷上郡神楽村稲土
〔山本， 1953, 1958〕・ 出石郡出石町林木〔高橋， 19

63〕。

ハムシ科(Chrysomelidae)のクビナガハムシ亜科

(Criocerinae)に属するハムシ類は非常にきれいな種

が多く、その県下における分布も長い間調査して、或

る程度わかってきたように思われるので此処に現時点

での県下の分布をまとめておくことにする。

（SubfamilyCriocerinaeクビナガノ､ムシ亜科

日本産は4属30種が知られていて兵庫県下には4属

19種を産する。

l. Criocerisquatuordecimpunctata(Scopoli,1763)

ジュウシホシクビナガノ､ムシ

体背面は赤褐色で黒紋を有した種で（通常前胸背に

5個、上翅に14個の黒色斑紋を有する）、 大変顕著な

ものであるから同定の間違はないと考えられる。この

黒紋には変化があると （湯浅、昆虫、Ⅲ， 2：37-42,

1938)。

生態に就いては福田彰氏の報告(日本の甲虫, 11,

2 ：91, 1938)があり同氏により幼虫の図説もある（日

本幼虫図鑑, p.493, f､926,1959)。 食草としては栽

培アスパラガス（オランダキジカクシ）が知られてい

る。

本種は全国的に見ても余り分布の知られていない種

の1つである（長野県あたI)で栽培アスパラガスの害

虫として問題になったことがあると)。

県下では全く記録がなかったが美方郡浜坂で採集さ

れている。城崎郡の神鍋山周辺ではアスパラガスの栽

培が盛んとのことであるからこの付近にはいるように

考えられるが今の所上記場所以外知られていない。浜

坂ではアスパラガスの栽培は行われていないむね記し

ておられるので他の食草があるのかも知れない。大野

氏はキジカクシ、タマボウキ、 クサスギカズラ等々の

可能性を示唆しておられる （昆虫と自然, 11, 4 : 9

-13, 1967)。 この属のカタホシクビナガハムシC.

orientalisJacobyは今の所兵庫県下の記録がないがこ

ちらも本州の日本海沿岸から九州の西岸地帯において

分布している種である様だから県の日本海沿岸の地域

3. LemacirsicolaCh6j6, 1959

アザミクビボソノ､ムシ

かなり県下に広く分布している種であるがどちらか

と言えば海岸線ぞいでは個体数はや、少いようである。

生態については高倉氏の報文があり （新昆虫, V,

4 :40, 1952), 幼虫は林氏が図説されている（日本

幼虫図鑑， p、 494, f.928, 1959)。

食草はアザミ類といわれている。

産地：川辺郡猪名川町杉生新田〔仲田， 1979〕・ 神

戸市六甲山(2exs., 18－Ⅵ-1967)。 多可郡鳥羽(lex.，

29-Ⅳ-1972)。 神崎郡大河内町川上(3exs., 14－V

-1977)。 飾磨郡夢前町我孫子(lex.,5－Ⅶ-1979)。

相生市三濃山(lex.,7-V-1972, lex.,6-V-1973,

lex.,6－Ⅶ-1973,5exs.,28－Ⅳ-1974, lex.,3-V

-1974, 2exs., 1－Ⅵ-1974, lex.,8－Ⅵ-1974)。

（

＊産地で〔 〕は文献からの引用。 （ ）は筆者の採集

並びに恵与を受けて現在所有標本。県関係の文献

は拙著文献目録、改訂版（1981）を参照下さい。

－10－
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宍粟郡音水(lex.,21-Ⅶ-1955, lex.,16-Ⅶ-1972,

lex.,13-V-1973, lex.,15－Ⅶ-1973, lex.,21-V-

1979)。赤西(lex.,21-V-1979, lex.,27-V-1979,

lex.,3－Ⅵ-1979), 坂ノ谷(3exs., 9－Ⅵ-1973)｡

氷上郡〔山本， 1953〕・ 出石郡出石町荒木〔高橋， 19

63〕･ 城崎郡竹野三原〔高橋， 1975〕・養父郡関宮町

大久保，鉢伏山〔木元， 日浦， 1971〕， 氷ノ山(lex.,

25-Ⅶ-1955, lex.,27-Ⅶ-1956)｡美方郡扇ノ山〔辻，

辻・岸田， 1972，高橋， 1975〕。

上翅は黄褐色で2～10の黒紋を具えるはっきりした

ハムシで同定を間違えることはないと思われる。た守

斑紋の変化はだいぶあるようで無紋型ab. brunnei-

pennisMatsumuraetKuwayamaもあるとのこと。

卵から成虫までの原色図説もあり （新昆虫, 11, p1.

7， 1949)， 生活史、斑紋変異については馬場博士の

詳細なる研究がある（新潟高校蝋自然研究〃第1， 2，

4号， 1932-1935)。 またそれ以外に斑紋の変化につ

いては多くの報告がある （高倉，新昆虫,V,2,p､40,

1952.,橋本，新昆虫, V, 12, p.45, 1952.，山本，新

昆虫,W, 6, p.48, 1953.,穂積，新昆虫, W, 10,

p､37, 1953.,盛原，新昆虫,W, 10, p､41, 1954)。

食草はクコであるからクコを見つければ本種は見ら

れると思うのだが県下の記録はそれ程多くない（川西

市大和には多産の報告がある)｡加古川でも本種が多く

いたと言う連絡を受けたが確認出来なかった。

産地：三原郡阿万西町〔久松， 1974〕･ 川西市大和

〔仲田, 1980)・神戸市六甲山(3exs., 4-V-1958),

烏原(3exs., 29－Ⅳ-1970), 高取山〔鳥居〕・ 高砂

市(Kuwayama, 1932)・ 氷上郡〔山本, 1958)。

4． Lemaconcinnipennis Baly, 1865

キバラルリクビボソノ､ムシ

余り産地の記録はなかったが神戸市内では極めて普

勘こ産する種であり県下の分布も恐らく広いものと考

える。

生態に就いては高倉氏の報文があI) (新昆虫， Ⅳ，

13, pp､14-16, 1951)。 また幼虫については黒佐氏の

記録がある （新昆虫,m, 9, p.43, 1955)。 食草と

してはツユクサが知られている。

産地：津名郡岩屋(lex.,29-Ⅳ-1961),愛宕山〔大

野, 1969)｡ Hiogo(Baly,1873)。 神戸〔和田,1950),

，再度山(lex.,20-Ⅵ-1979), 藍那(lex.,22-V-19
’ 78)， 烏原(2exs., 16-V-1971, 2exs.,23-V-19

1職奎19鶉ﾃ鰯空前雪;;,1'壼鰯型尚
7', 4T｣-Ⅶ-1971, lex.,18-Ⅶ-1971, lex.,25
－Ⅶ-1971, lex.,8－Ⅷ-1971,lex.,3-V-1972,

19exs., 14-V-1972,6exs., 28-V-1972,5exs.，

2－Ⅶ-1972, 3exs., 18－Ⅶ-1972, lex.,1-V－19

73, 3exs., 5－V-1973, lex.,8－Ⅶ-1973, lex.,9

’ 一Ⅵ-1974,2exs., 21-V-1978,lex.,22-Ⅵ-1980)。

｜ 明石市明石公園(lex.,15-Ⅵ-1975)。氷上郡柏原〔山

｜ 本， 1953, 1958〕・ 出石郡出石町暮坂〔高橋， 1963〕。
養父郡氷ノ山(lex.,27-Ⅷ-1956)。

5． Lema coronata Baly, 1873

トケアシクビボソノ､ムシ

筆者は県下から未採集である。記録も多くない。よ

り一層の調査が必要である。生態に就いては高倉氏の

報文がある（新昆虫, VI, 7, pp.17-19, 1953)。

食草はツユクサが知られている。

産地：津名郡愛宕山〔大野， 1969〕・ 宝塚市内〔後

藤， 1955〕・ 氷上郡〔山本， 1958〕･ 出石郡出石町水

上〔高橋， 1963〕。

6. Lemadecempunctata Gebber, 1830

クコクビボソノ、ムシ

7, Lemadelicatula Baly, 1873

キオビクビボソノ､ムシ

戦前神谷一男氏により 蝋日本の甲虫，第1巻，第1

号〃のトップの原色図版第1図に本種が図説され（19

37）その美しさに心ひかれなんとか採集したいものだ

と思っていたが戦前は採集が出来ずじまいであった。

戦後神戸市内の原、山の街で案外注意すれば採集

出来ることがわかつな。依然県下での産地は余り知ら

れていないが市内に多いことからして分布は可成り広

く産するように考えている。食草はツユクサが知られ

ている。

生態に就いては高倉氏の報文がある （新昆虫， Ⅳ，

13, pp.14-16, 1951,W, 7, p､18, 1953)。

産地：津名郡愛宕山〔大野, 1969)｡ Hiogo(Baly,

1874〕･ 神戸〔和田, 1950), 烏原(lex.,4－Ⅶ－19

71,lex.,11－Ⅶ-1971, lex.,14-V-1972, lex.,4-

Ⅵ-1972, lex.,18－Ⅶ-1972,2exs.,27－Ⅳ-1973,

lex., 3－Ⅷ-1974, 2exs., 12－Ⅵ-1976), 山の街

(3exs.,30-V-1953)。 氷上郡柏原〔山本, 1953,

1958〕。

8, Lema dilecta Baly, 1873

マエボシクビボソ′､ムシ

Lema属中最小の種でありOulema属のハムシに似

るとある。BalyによりHiogo産1頭の標本で命名記載

－11－夢
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11. Lilioceris (Bradyceris) lewisi(Jacoby､1885)

ルイスクビナガハムシ

戦前神谷氏によi)美しい原色で図説され（日本の甲

虫, I． 1 : 2, pl． 1, f. 2, 1937)注目された。県下

氷ノ山での記録は古くあり，辻氏は同山の山頂で吹き

あげられてくる6exs.を採集され見せて下さった（内

lex.恵与さる)｡県下全般には大変個体数の少い種の1

つである。

食草としてはマイヅルソウ・ナルコユリ ・ ミヤマナ

ルコユリ ・ギボシグサ・オオバキボシ・ヤマナルコユ

リ ・チゴユリ等多く知られている。

産地：神崎郡大河内町砥ノ峯(lex.,2－Ⅶ-1977)。

宍粟郡音水(lex.,22-V-1965,K.Tsuji leg.)･城

崎郡阿瀬渓谷〔高橋， 1978〕・養父郡氷ノ山〔岩本，

、 1936，高橋,1978,6exs.,11-Ⅵ-1972,K.Tsujileg.]｡
美方郡扇ノ山〔辻， 1936,辻・岩田， 1972〕。

産地：川西市山原、笹部〔仲田， 1978〕・ 神戸市六

甲山(1ex.jl5-Ⅶ-1956),谷上(1ex.,3-V-1957),

金剛童子山(1ex., 24－Ⅵ-1956), 藍那(1ex.,19-Ⅵ

-1978, 2exs.,27－Ⅶ-1978, 1ex.,18-V-1980)。

相生市三濃山(1ex.,3-V-1969,1ex.,3-V-1974,

lex.,18-V-1974)。氷上郡〔山本, 1953, 1958)・

出石郡伊東町〔高橋， 1963〕。

15．Lilioceris (s.str.) rugata(Baly, 1865)

ヤマノイモアカハムシ

普通に産する種である。食草はヤマノイモ、オニド

コロ、ウチワドコロなどヤマイモ科の植物が知られて

いる。生態に就いての報告はほとんど知られていない。

幼虫については林氏の図説がある（日本幼虫図鑑， p、

492. f. 925, 1956)。

産地：津名郡五色町下堺〔堀田， 1978〕・ 洲本市三

熊山(Hirochietc. 1977)。三原郡諭鶴羽山，鮎屋〔大

野， 1969〕・ 川辺郡猪名川町上阿古谷〔仲田， 1978〕・

川西市西谷村(KimotoetHiura､ 1964), 笹部，山原

〔仲田, 1978)｡ Hiogo(Baly, 1865)・ 神戸市御影

〔関， 1933〕， 保久良山( 3exs., 1-V-1975,2exs.,

12-V-1978), 杣谷〔鳥居, 1961), 布引(1ex.,17

-V-1958), 烏原(1ex.,2-V-1943, 1ex.,2-V

-1957, 1ex.,5－Ⅵ-1966, 1ex.,26-Ⅵ-1966, 1ex.，

3－Ⅷ-1966, 1ex.,24-Ⅶ-1966,1ex.,11-Ⅵ-1967,

2exs., 2-V-1971, 2exs., 16-V-1971,2exs., 26

-V-1971, 4exs., 30-V-1971,4exs., 13－Ⅵ－19

71,1ex.,27-Ⅵ-1971, 1ex.,11-Ⅶ-1971, 1ex.,25-

Ⅶ-1971, 2exs., 18－Ⅶ-1971, 1ex.,12-V-1972,

1ex.,23-Ⅶ-1972, 1ex.,27-Ⅳ-1973, 1ex.,1-V-

1973, 3exs., 5-V-1973, 1ex.,4-V-1974,2exs.，

5－V-1974,3exs., 9－Ⅵ-1974, 1ex.,27-Ⅶ－19

74, 1ex.,3－Ⅷ-1974, 1ex.,12-Ⅵ-1974, 1ex.,17-

Ⅶ-1976, 1ex.,1-V-1977, 1ex.,8-V-1977,

1ex.,1－Ⅵ-1979, 1ex.,1－Ⅵ-1980), 藍那(1ex.，

29-V-1978, 2exs., 8－Ⅵ-1978), 谷上(1ex.,29

－Ⅳ-1938)， 丹生山(1ex.,5-V-1956), 高取山

〔鳥居， 1961〕・ 氷上郡柏原(1ex.,10-V-1953)(山

本， 1953, 1958〕・神崎郡笠形山(1ex.,12-V-1966)。

多可郡白山(4exs.,3-V-1973, 1ex.,27-V-1973),

三谷(2exs.,24－Ⅵ-1975)。 神山郡大河内町川上

(1ex.,18-Ⅵ-1977)。 相生市三濃山(2exs., 7-V

-1972,2exs., 6-V-1973,3exs.,20-V-1973,

3exs., 6－Ⅶ-1973, 1ex.,18-V-1974, 1ex.,1－Ⅵ

-1974, 1ex.,8－Ⅵ-1974)。 宍粟郡音水(1ex.,20-

Ⅶ-1959,1ex.,10-V-1970,1ex.,31-V-1970, 1eX.,

12.Lilioceris (s.str.) balyiCh6jo. 1962

ベーリークビナガ'､ムシ

本種は原記載以後現在の所採集記録は何処からも知

られていない。最近芦屋市の奥池からネクイハムシの

新種が記載されている（木元， 1981)。 思わぬ種がま

だいるわけでこの種ももっと良く調査してみなければ

ならない。

産地：兵庫〔を旱,G.Lewisleg.,中條, 1962)。

13.LiliocCris (s.str.)merdigera(Linne. 1758)

ユリクビナガノ､ムシ

本種は兵庫県下から篠山産（岩田久二雄博士採集）

というのがある（高倉， 1961)。 これが県下で唯一の

記録でその後採集されたと言うのを知らない。筆者も

未採集である。県下の産出状況の不明の種である。

､ 生態に就いては狩谷（農事改良資料, 40, 1933),
高倉（北九州の昆虫,Vol.8, NOl : 1-2, 1961)

の報文が貴重である。食草としてはテッポウユリが知

られている。

産地：多紀郡篠山〔岩田久二雄博士採集，高倉， 19

61，大野， 1967，長谷川， 1980〕。

14.Lilioceris(s.str.)parvicollis (Baly. 1873)

クビグロクビナガ'､ムシ

本種も一般的にはそう個体数の多い種類ではない。

余り山地にはいないのか県北部山岳地帯での産が知ら

れていない。

生態についての詳しい報告はないが幼虫の記載はあ

る（林， 日本幼虫図鑑, p.492, f､924, 1956)。

－13－
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兵庫県におけるキチョウについて

木村 郎
一
一
一

一私…

1 、 はじめに

キチョウ属(EuremaHUBNER)は熱帯に広く分ｲ|jす

る1群である。兵ﾙド県には平地から山地まで班I(I:分ｲ|J.

はかなり幅か広〈 、 多数目げき採唯されており全ﾘ,↓下

に薔通に生息するものと思われる。

ただ普通極であるがゆえ、調径か不十分で全陛I的で

あると思われるか発牝回数、食IIII:、分布等確実な観察

i氾録か．なかった。

とりあえず IFi氾の要植で調在し、一部古い記録も参

好にして、 1981年度の成虫採災、飼育等によ')報杵す

る。何分にもかぎられた時間での洲在のため不十分な

'1､1.1:もあるが、県1､､のキチョウに関する資料を報告す~る。

みなさまの新しい知兇や疑問IDI,';をご教示願いたい。

2、 発生回数

下記の図1に示すようにキチョウは初春から目げき

され始める。 1 11から5月の終りまで県内ではすべて

の採災品か晩秋咽（越冬捌)で､姐路市、夢前町、 山崎

川、安富町、柵崎川等西播地方を姑め5月下11jの美方

IIMII泉町、山Ⅲ綱1，千柿町、又山南町井原において、

*| |坂耕作氏採柴の439(Col 31 5-1981) もまた越

冬ji'!であった。

第1化の発生は611の初hjからで写真①の中|{M/'i！、

夢前町(Col 7－Ⅵ-1981)の採災をかわぎりに奥ﾉﾘ』

も採れ始める。なお一部、 6月の初めにも越冬}『ﾘか2

例確認できた。その1つは扣坂耕作氏によって西脇｢旧

(Col 7 Ⅵ 1981)でまた他の1つは筆者により夢

前川(Col 4 Ⅵ-1981)で､の採蝶1冊,である。

鋪2化の発生は7I1の中旬から発生する。個体はす

べて夏型で写真②の夏西リ 〔黒おびか1番太い〕から、

写真③の夏型〔黒おびが1番細い〕 までいろいろなタ

（図1 ）
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イブの奥1W』が採れる。 2化の証明として6 11 7日に夢

liil町で交尾しているのを確認した。 （←@+¥)

f′j真④のような第3化の発生は、 8jl初{|jからで、

llの前半は＄ばかI)目につき早の発生は81 1の下ｲﾘに

なってから、やっと確認出来るようになった。

ほとんとゞが奥jiuで夢前町挫持において81130日に、

' | '間踊りか1t採れた、 この地,1u1､(は日援が知い。

第4化の発生は9j1初ｲﾘからで芋はほとんと÷3化| ｜

のいたんだ個体が多くまじI)発生回数か断定しに< <

なってくるが、 この時期に4化の＄と3化の¥とが交

尾しているのが一番多く碓認出来た。

夏から秋への移行期であるためこの'|､↑期のキチョウ

は奥踊'1， 「IIIII1''i'!、晩秋剛があり、個体変異のこれほとﾞ

変化のあるおもしろい時はない。

中間剛の111吋|体変異として写真⑤＄のホシボシキチョ

ウのようなタイプ、 《ﾘ真⑥＄のヅマグロキチョウのよ

うに前翅のとがったタイプ、写真⑦早のようなタイプ、

晩秋捌として後でのべるが写真⑧のようなギタイフ．か

採集された。

ー

a

…￥

口－

一一…鐙＝

…罰……

〆〆
←鶏識謬鱗

蕊
辮澤呼鯰理.

● 諄宙群､ T
轄 唱･罰

呼 串鶇* ､鄙

唱韓罰 呼

唾

；
品幸

蘇
鍛
遜
霞
蘭

し

蕊
箪〃 蕊裟雪

一F

淀

転
蕊
溌
詳

号

ざ４
） 、

「
ぴ

塚

鍵

~

第5化の発生は10月の中ｲﾘ以後でほとんどが晩秋型

と思われる。なぜなら夏剛の個体はほとんど羽がいた

んで第4化の生き残りのようだ。県内における発生回

数は以上のように年5化である。比較対しように飼育

したデーターでは図2のように6回発生させることが

出来た。

（図2）

産卵H| ,j,化日|蛸化B|羽化H食草卵期間幼虫郷i鋪期間産！MM{隣の日数
飼育できず

6/17 6/19 6/30 7/6 ネムノキ 2 11 6 19日間

7／8 7/10 7/19 7/24 ネムノキ 2 9 5 16日間

7/29 8/1 8/15 8/21 メドハギ 3 14 6 23日間

8/27 8/30 9/17 9/25 メドハギ 3 18 8 29日間

9/29 10/3 10/30 1LI1鉦ハギ期 4 27 17+f 48日間十皇

l化目

2化目

3化目

4化目
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一
地
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4、 個体変異（異常型）

県内における地理的変異はまったく認められなかっ

たが、次頁のような異常型か筆者により採集された。

1981年6H23日姫路市西蒲田においてAM11 : 30分頃、

写真④のようなモザイク型の雌雄剛を採集することが

出来た。 ンj真では､卜ll別しにくいと思い異状の度合いを

記す。右前翅＄性斑あり右後翅機い色合いをそなえ又

左前翅は＄￥のモザイク模様で左後翅は早の淡い色合

をしている。

｜可じく1981年6月23日宍粟#II安窟町三坂において、

PM4 : 00噸両翅共舎早特有の特徴を完全に術えておl) 、

＄特有の前翅中室下ﾉｧの性紋と外緑の黒帯、翅地色の

黄色の機淡などが光全に左右で分離した左ｲ｢jWの雌雄

)II1写真⑧を採集することができた。

同様な1|内1体は兵庫IIL下において過去2回報告されて

いる。その1例は枡生市矢野町小河（15-Ⅸ-1977）

入江照夫氏'） もう1例は佐川郡佐川町稲沢栗|#il (1-

Ⅶ-1979）相坂耕作氏2)である。

異状ﾉWJではないか1981年91126日に袈面の斑が発達

した晩秋ﾉi'｣￥写真◎を飾磨郡夢llij町別車において採集

した。 この個体は八亜山産のような裏面亦禍色斑が発

達し、前翅Ⅲ近くで大きな斑紋となった個体でもう1

頭同所産の占い標本も(23-Ⅸ-1976)所持している。

3、 食草について

県内において確認出米たものは、越冬II'』の早蝶では、

3月中、 1，~ｲﾘ噸にマメド:|･のネコハギとヤハズ､ノウに産み

つけているのを確認した。稲田和久氏に姫路'lji'r山の

桜ulダム土手においてミヤコグサらしき杣物に雄卵し

ているとお聞きしたが、その後ヤハズゾウだろうと、

連絡いただいた。夢前町Iﾉ1ではハギ敵やネムノキなとﾞ

ほとんどが5月の中｛Ij以後に新芽を出すので1化目の

食卓としては上記のネコハギとヤハズソウにかぎられ

てしまう。

第2化Ⅱにいたってはほとんと÷かネムノキで1部メ

ドハギである。

第3化I Iにはメドハギとクサネムとネムノキが硴認

できた。広畑政己氏は養父郡関'岬Il.の蔦畑において、

写真⑨のようにメドハギに産卵しているのをl1態写真

に搬られ、 この時他のハギ類のｵ’『染が多くあったが、

産卵しないのを確認された。 ｜両lじく広畑政己氏か姫路

rli吉山の桜111ダムにおいてメドハギで終令幼虫を多数

目げき、筆若が夢前町において611から7月にかけて

ネムノキに、 また7川から9月にかけてメドハギにお

のおの産卵しているのを確認した。 liilじく筆若が9月

にクサネムの密生している所で成虫が大発生している

のを確認した。

第4化目はネムノキの1年生幼木とメドハギとハギ

航の一部を食べているのを確認した。

近藤伸一氏からは神崎郡大河内町の峯山高Ii(におい

てハギ航の1繩に産卵しているのを確認したと迦絡い

ただいた。 8月、 メドハギには多くの卵、幼虫か見つ

かるのに、何故ネムノキの成木には兇られないのかと

不思議でならない。 こオLについて脚芥禎一教授からこ

の時期のネムノキはなにか食草として不適当な物r[を

出すためでなかろうかとご数示うけた｡

第5化目はメドハギとハギ類の一部を食べているの

を硴認した。 ￥蝶の食物のし好は産卵の場合メ |､.ハキ

＞ネムノキ＞ハギ蝋で成差の旱さはネムノキ＞メドハ

ギであった。 18頁図3参考。

可

5、 生態

①交尾飛翔形式は7回観察した。 うち6例は←＄＋

¥で1例が←￥十＄であった。

②雄後の産卵日は9月13日から観察しはじめ10月の

3日に卵を確認したのを最後にその後幼虫は確認で

きたものの卵での+ll確認はできなかった。

③集団発生として夢前町菅生淵別車で9)120日クサ

ネムが100m嬰稗に生育する休耕田において30分間採集

し、雌雄と季節猟'1を確認した後、翅に目印をつけて

放したところ､168J11の個体を調べることかできた。

ほとんどか＄夏型で中間型1＄と交尾中の晩秋型1

旱か確認できただけであった。なおこの地点は山か

げの影群が少〈日踵が長い場所であった。

④キチョウの越冬前の交尾観察として、

夏型t×晩秋型¥4例、中間剛＄×暁秋剛早1例が

確認された。

⑤吸蜜源としてはスミレ類、 イヌカ．ラン、 クララ、

キンラン、 カラスノエンドウ、 ネジバナ、アザミ類、

スベリヒユ、ヘビイチゴ、 イヌタデ、キツネノマゴ、

ヌスビトハギ、 ネコハギ、 メドハギ、 カワラケツメ

イ、オオバコ、 キンミズヒキ、 ノジギク、 クズ、 ソ

バ、で確認した。

可
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⑨16頁の写真⑧の晩秋剛早による産卵が確認できた。

いままで晩秋剛の旱が年内に産卵するのは11"llも報

許されていなかったと思う。

1981年91115日宍粟郡安富町三坂において産卵中の早

蝶を採集しI'1宅にても採卵させ、 11月15日現在州で

もうすく．羽化をむかえようとしている。

この個体は晩秋型でありながら開帳45mmぐらいあ

’)普通の晩秋ﾉ『'!よl)1まわり程大きな個体であった。

⑩成虫の&[Iつた地面での吸水している現象は標高を

問わずよく観察されている。広畑政己氏は1981年8

月9日に神崎邪大河内町の砥峯高原(800m)の迩附で、

13匹が吸水しているのを観察されている。 また筆者

は飾磨郡夢前町の雪彦山中腹(400m)においてたき

火のあとに10匹吸水しているのをこの年観察した。

なお畑のこえ、けもののふん、小使のあとなと．にも

よく吸水にきていた。 1部吸水中に尾端より液体を

出している個体も合せて観察した。

⑪越冬場所としては常緑樹のサザンカの木の中で観

察し自宅物世小屋の中でも観察することができた。

稲田和久氏からオサムシ掘りのとき土の中からもキ

チョウが出て来たという報告をいただいた。また家永善

文先生から冬ススキの根元にひそんでいたアカタテハ

にまじってキチョウもいたという報告をいただいた。

⑫天敵として写真⑩のような寄生いばえが広畑政己

氏によって1980年9)114日にメドハギの幼令幼虫か

ら飼育中羽化している。 またコマユバチの寄生を受

けている個体も多く観察された。

』

B

『

⑥卵は食草の葉表に見つかるのが普通であるが、葉

裏にも確認できた。幼虫は食草の葉表主脈上に静止

する。ネムノキにいる幼虫は葉脈をかみ切って半分

枯らした状態で食する例が多く確認できた。

⑦個体の大きさは、開張40mmから50mmが殆んどで、

わずか2例であるが30mm程の個体を所持している。

2例共古い記録であるが氷上郡山南町川代公園で、

(21-Ⅷ-1969) もう1例は飾磨郡夢前町において

(19－Ⅷ-1968) ともに採集している。

⑧産卵の形態は1卵産んではすぐに場所をかえ、 2

卵つづけて産卵しているのは1回だけ観察した。

また同じ木に7卵以上産卵しているのを確認するこ

とができなかった、ほとんど5卵程産むと次の木へ

移っていった。

詞霊
蕊譲rf、 餌

10

(図3）
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西播の蜻蛉(1) アカトンボ属
相坂耕作

○アカトンボとは

一般的には赤色（茜色） をしたトンボでアカトンボ

秘（アカネノ瓜）に胸；する1群で(1"ll外的には亦〈ない

アカトンボもいるか)、 日本には21種瀬記録されてお

り 、 1町播地ﾉﾌにはそのうち16種加か記録されている．

しかしタイリクアキアカネは11 ﾘのみで実際には15種

ということになる。一般にアカトンボに入れられてい

るウスバキI､ンボ、ハッチョウトンボ、 ショウジョウ

|､ンボは別の仲間のものである。

はじめに

兵庫県の南西部に位慨するIﾉLi播地方はT･柿川・揖保

川・夢前1ll･ T|j川なと、大きな河11 1が流れ、 また火播地

ﾉJ繩多くはないか池も適当にあ|)蛸蛉の良い生ﾉ8,地と

なっている。

筆者は「てんとうむしN()5」にも少しふれたことか

あるかアカトンボの題では必ず触れなければならない

時があるので記してみよう。

夕焼け小焼けの赤とんぼ

負われて見たのはいつの日か

山の畑の桑の実を

′l､龍につんだはまぼろしか

童謡に欺われ、秋の象徴にも欺われる、有名な三木

蛎瓜作詞のアカトンボの一節である。三木窯瓜が幼な

い頃を過した揖保郡竜野町（現ｲ!fの竜野, lj)の思い出

を北海道で誇ったものである。三木臨瓜の生家は竜野

公|煮l付近にあり、 また|面j公園には赤トンボの文'邦卑が

公| lの'i!心をなして立っている。 このように竜野iljは

全旧に知られたアカトンボの町である。

この竜野市は西播地方にあり、アカトンボにちなん

だ渦の商,{,l!や建物なども多くあl) 、アカトンボとは切

ってもきれない土地柄なのである。 この竜野市を有す

る西播地ﾉjには数多くのアカトンボか生‘恩､している。

筆者は今回筆者自身が採集したものを主に手持ちの

データーで補足しアカトンボ属のみのリストを作って

見た。

〃

ｊ

、

‐

’

ノ

ノ

ｆ

ｌ

‐

－1
）

／
＜

、、

JJ

『

幻銅

○タイリクアカネ Sympetrumstriolatumimitoiees

BARTENEF

当地ﾉでは湘戸内海の海ぞいの塩水の入るような池

や水溜りに産卵をする。この付近のタイリクアカネは

播磨工業地帯の真中におり姫路市飾磨区では工場内の

廃棄物の池やゴミ捨て場のタマリ水等に産卵している

しかしアキアカネのように避普をするのか宍粟郡の

山中で真夏に採集したこともある。

西播地方では6月中頃より羽化するが未熟な時は翅

全体が桁黄色で非常に美しい。採集は11月頃か数も多

くとれる。

§

蜂

赤トンボ文学碑（竜野公園）
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採集例

姫路市飾磨区

〃 〃

宍粟郡波賀町引原

姫路市飾磨区入船町

宍粟郡一宮町福知

〃 波賀町引原

〃 三室山

揖保郡御津町碇岩

宍粟郡波賀町赤西

姫路市林田町奥佐見

太田池

姫路市広畑区

宍粟郡波賀町東山

神崎郡大河内町砥峰

姫路市飾磨区英賀保
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oナツアカネ SympetrumdarwinianumSELYS

赤〈色づいたナツアカネは解熱に利くとされ、最近

まで漢方薬店にあったという。アキアカネに比べやや

小さく秋にはtでは頭の先まで赤〈 （トウガラシのよ

うに）染まってしまい、アキアカネでは頭まで染まら

ない区別点があるが、大変によく似ており素人にはと

ても区別出来ない。ナツアカネといっても秋おそく12

月上旬頃まで西播地の池や沼付近でみられる。アキア

カネ程多くはない。

採集例

飾磨郡夢前町別車 1＄ 14－Ⅸ-1969Col相坂

姻烙市山田町牧野 13 7－Ⅸ-1964Col相坂

〃広畑区才 133旱 5－Ⅲ-1978Col大前

荊憲郡上郡町富満 1＄3￥30－Ⅸ-1975Col相坂

梱烙市林田町奥佐見 131旱22－Ⅷ-1976Col菅原

宍粟郡波賀町東山 23 22－Ⅷ-1976Col菅原

赤穂郡上郡町白旗山 1平 3－X-1976Col相坂

）

oタイリクアキアカネSympetramdepressiusculum

SELYS

日本海沿岸しか発見されなかったもので筆者が偶然

勤務先の敷地付近の工場内で、海岸から10m<らいの

ところに静止していたものを採集したもの。

瀬戸内海沿岸ではじめて見つかった記録的なものと

なった。 しかしそれ以後は発見出来ない。兵庫県下で

得られたアカトンボはこの種を含め17種類となった。

採集例

姻略市飾磨区入船町 13 28-X-1976Col相坂

oリスアカネ Sympetrumrisirisi BARTENEF

翅端に黒褐色帯をもつアカトンボで、西播地方では

ノシメ型の最普通種である。

採集例

姫路市山田町牧野 131￥15－Ⅷ-1972Col相坂

〃林田町奥佐見 23 29－Ⅸ-1974Col相坂
〃 〃 〃 2＄ 16－Ⅷ-1974Col相坂

竜野市的場山 2＄ 16－Ⅷ-1972Col相坂

飾磨郡夢前町別車 13 14－Ⅸ､-1969Col相坂

宍粟郡一宮町福知 1＄ 16－Ⅷ-1972Col相坂

揖保郡御津町黒崎 13 8－Ⅷ-1976Col相坂

1沓 14－Ⅷ-1976Col相坂〃 〃 〃

竜野市揖西町小太丸 13 10－Ⅸ-1975Col相坂

揖保郡御津町碇岩 1＄ 21－Ⅷ-1976Col菅原

’

oアキアカネ Sympetrumfrequens SELYS

西播磨路の平地では10月頃になるとアキアカネが多

く目につき日を追って数を増す。 しかし実際には6月

頃から発生しており、 11月末頃まで現われる。 6月頃

に播磨平野付近で羽化した、 まだ未熟な黄色いアキア

カネは知らないうちに発生地より姿を消し山へ入り、

山の豊富な小昆虫などをエサにとり避暑をしている。

書写山などよく見かける。やがて故郷の平地へ帰り人

目につきやすくなる。西播地方のアカトンボの最普通

種である。

採集例

姫路市山田町牧野 13 15－Ⅷ-1972Col相坂
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採集例

姫路市山田町牧野

〃 飾磨区入船町

竜野市竜野公園

赤穂郡上郡町富満

揖保郡御津町碇岩

竜野市揖西町小太丸

宍粟郡一宮町福知

揖保郡御津町碇岩

姫路市林田町奥佐見

神崎郡大河内町太田池

〃 〃 砥峰

oノシメトンボSympetruminfuscatumSELYS
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翅端に黒褐色帯をもつアカトンボのうちの最大種て

あり、西播地方でも林間で普通に見られる。

採集例

竜野市竜野町的場山 1旱 28－Ⅸ-1966Col相坂

飾磨郡夢前町別車 1早 21－Ⅸ-1969Col相坂

相生市矢野町三濃山 131¥21－Ⅸ-1969Col相坂

堀洛市山田町牧野 13 16－Ⅸ-1973Col相坂

〃書写山 1手 17－Ⅸ-1974Col相坂

〃 飾磨区入船町 43 15-X-1974Col相坂

〃林田町奥佐見 13 16－Ⅷ-1974Col相坂

相生市小河 1＄ 11－Ⅸ-1971Col米村

赤穂郡上郡町冨満 13 30－Ⅸ-1975Col相坂

揖保郡御津町碇岩 13 3-X-1976Col相坂

oヒメアカネ SympetrumparvulumBARTENEF
《

マユタテアカネをひとまわI)小さくした様な種類で

ある。我国で産するアカトンボ中最も小さいアカトン

ボである。この「ヒメ」 とは姫(可愛らしい） もしく

は小さいという意味である。このアカトンボは全国的

にみれば珍しく、いずれの地にも少ないのではあるが

西播磨地方には水田や山里ときには高い山の湿地にま

で生活しており特異なトンボであると思う。

採集例

揖保郡揖保川町大門 多数3－Ⅸ-1972Col相坂

相生市三濃山 232手24－Ⅸ-1972Col相坂

梱賂市山田町牧野 2＄ 15－Ⅷ-1972Col相坂
〃 〃 〃 13 1-X-1972Col相坂

荊憲郡上郡町富満 1f 30－Ⅸ-1975Col相坂

宍粟郡波賀町東山 192旱23－Ⅷ-1976Col相坂

神崎郡大河内町太田池231手23－Ⅸ-1976Col相坂

揖保郡御津町黒崎 431f4-X-1976Col相坂

○コノシメトンボSympetrumbacchamatutinumRIS

ノシメトンボよりやや小さく翅端に黒褐色帯をもつ

アカトンボで西播地方では比較的数が少ないと思われ

る。

採集例

堀略市山田町牧野 1＄ 11－Ⅷ-1974Col相坂

〃 谷内町見崎 532fl2-X-1961Col東

揖保郡御津町碇岩 1t 3-X-1976Col相坂

相生市古池 飼育 Col米村

oマイコアカネ Sympetrumkunckeli SELYS

西播地方一帯に広く分布しているアカトンボであり

名前の「マイコ」 とは顔の白さを京の舞妓の項（うな

じ）の白さに見立てて名付けられたものという。事実

マイコアカネの顔は青白い。西播地方での個体数は少

いようである。

採集例

姻洛市飾磨区入船町 1芋 4－Ⅷ-1972Col相坂

〃山田町牧野 131早15－Ⅷ-1972Col相坂

揖保郡御津町碇岩 1早 21－Ⅷ-1976Col相坂

〃 〃 〃 1早 15－Ⅸ-1976CoI相坂

相生市池の内 13 7－Ⅶ-1981Col米村

（
oマダラナニワトンボSympetrummaculatumOgvma

全国的には分布の局限する稀種ではあるが、西播地

区には局地的に産地があり、産地では多産する。次種

のナニワトンボと同様赤くならないアカトンボである。

採集例

姫路市山田町牧野 332fl5－Ⅷ-1972Col相坂

〃余部区飾西長池 〃東

〃林田町伊勢 ノノ 東
oマユタテアカネSympetrumkunckeli SELYS

マユタテアカネという名前は顔面の黄色の部分に細

い黒条（マユ）がタテに入っており、この眉状紋に由

来したものであり、西播地方各地ではアキアカネ同様

に最普通種である。早は2型あり普通は翅が透明であ

るが先端に褐色帯を有するものもある｡．

oナニワトンボ

赤くないアカトンボでありtは特に黒っぽい青灰色

をしている｡､ナニワとは浪花つまり大阪の意味で日本

－22－



てんとうむし119 1981.NQ7

10年以上も前の標本である。その後も得られていない

様子であるが相生市付近にいるのは幸いであるb

東播地方では青野ヶ原や加西市には比較的生息して

いるようだが西播地方では稀種となる。

採集例

姻略市山田町牧野 1旱 1－Ⅶ-1965Col相坂

相生市東亜カントリー前23 30－Ⅸ-1975Col相坂

の関西付近を中心に生活しているアカトンボである。

西播地区では局地的に産地があり産地では多産してい

る。

採集例

梱略市豊富町太尾 ・ 1合 23－Ⅷ-1965Col相坂

〃 山田町藤の木山2t 9－Ⅸ-1979Col大前

飾磨郡夢前町 1＄ 1－Ⅸ-1972Col相坂

相生市三濃山 23 10-X-1972Col尾崎

〃古池 1＄ 15－Ⅸ-1981Col米村

姻略市林田町奥佐見 13 24－Ⅸ-1975Col相坂

揖保郡御溺町黒崎 2＄ 14－Ⅷ-1976Col相坂

竜野市揖西町小太丸 13 10－Ⅸ-1975Col相坂

○異種間連結のアカトンボ

西播地方に於いてアカトンボの異種間連結をしてい

たアカトンボを採集しているので一応記しておく。

SympetrumstriolatumimitoidesBARTENEFタ

イリクアカネ3．SympetrumfrepuensSELYSア

キアカネ早

1974年10月14日姫路市飾磨区入船町の工場内の池に

おいて交尾形態のまま飛翔しているタイリクアカネを

発見し、工場の引込線のレール上に静止した。またす

ぐ飛翔しゆっくりと池の周囲へいったが、打水産卵の

行動には至らず採集した。採集時はタイリクアカネの

＄と手と思っていたが、早はアキアカネであった。

○ネキトンボSympetrumspeciosumspeciosum

OGUMA

翅の基部が広くあざやかな榿赤色をした美しいアカ

トンボでやや大型であり珍しく三拍子そろったアカト

ンポである。西播地方では広く生息しているが、どの

地域でも数少い。

採集例

姫路市山田町牧野 13 15－Ⅷ-1972Col相坂

〃書写山 ． 13 17－Ⅸ-1974Col相坂

〃 〃 1t 24－Ⅶ-1975Col相坂

〃林田町奥佐見 1＄ 24－Ⅸ-1975Col相坂

揖保郡御津町碇岩 1早 8－Ⅷ-1972Col相坂

1

oアカトンボ属のまとめ

以上にて西播地方の蜻蛉1としてアカトンボ属をま

とめてみたが、今後西播地方で採集される可能性のあ

る種を掲げようと思ったが、 まずない様である。しか

し極めて少ないがタイリクアキアカネが採れた事例か

らオナガアカネのみ可能性がないとはいえないと思わ

れる。逆に消えるおそれのあるアカトンボは多くある。

まず偶産のタイリクアキアカネ採集地の環境は変わり

今は化学工場のタンクが立ち有機ガスが出ているので

まず無理、ついでオオキトンボも近年には消えそうで

ある。そして水田の近くにいるヒメアカネ等は農薬に

よる薬害により心配である。何といってもトンボの生

活はヤゴという名の水中生活をしており水が枯れた時

水質が農薬などにより悪化した場合。また最近播磨地

方の各地でよく行われる松クイムシ駆除のため、空か

らのヘリコプターによるスミチオン乳剤等の散布は一

網打甚に蜻蛉のエサや益虫まで殺してしまう。土地開

発による環境変化等々役人仕事が増えつつある現在、

私たちがいま普通に見ているアカトンボですら、いず

れ絶滅の危機になるおそれが充分にある。三木露風の

アカトンポの詩がいつまでもうたえるような環境を保

たれることを願いながら結びと致します。

行

○キトンボSympetrumcroceolumSELYS

榿色の翅をもつ美しいアカトンボで池沼や溜め池な

どに生息し、当地方では6月下旬くらいから羽化して

水域から少し離れた林に生息している。西播地方各地

でみられるが個体数は少い。

採集例

飾磨郡夢前町別車 1早 1－Ⅸ-1972Col相坂

姻略市広峰山 1＄ 30－Ⅷ-1975Col相坂

相生市矢野町 13 30－Ⅸ-1975Col相坂

揖保郡御津町黒崎 13 11-X-1976Col相坂

姻略市林田町奥佐見・ 13 16－Ⅷ寺1975Col相坂

〃 〃 〃 1早17-X-1976Col相坂

I

○オオキトンボSympetrumuniforme SELYS

翅全体が燈黄色で美しいアカトンボで、アカトンボ

の最大種である。最近日本のどの地方でもほとんど見

られなくなり、まぼろしのトンボになってきている。

現実に筆者の所蔵標本中にも僅か姫路市産が一頭で
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兵庫県のトラハナムグ'ﾉとヒラタハナムグ'ノ
(兵庫県甲虫相資料・95）

高 橋寿郎

コガネムシ類(Scarabaeidae)の中でハナムグリ亜

科(Cetoniinae)に属するトラハナムグリ族(Trichiini)

とヒラタハナムグリ族(Valgini)の仲間は日本産の種

も少なければ兵庫県産の種も少い。比較的多く産する

種がいるかと思えば仲々お目にか、ることの出来ない

種もふくまれている。

そこで現時点でこれ等ハナムグリ各種が県下にどの

様に分布しているのかを眺めて見ることにした。

ので9種いることがわかるがその程度しか知られてい

ないようである。どちらにしても本種の分布は本州、

四国、九州であるが山地性で個体数の少い種の光つで

ある。

さて本種の兵庫県下の分布状況はどうであろうか。

戦前布引での採集は何かの間違いであろう （昆虫界，

Ⅵ， 54, 1938)。 いや摩耶山で神戸県立第一高女の生

徒が採集したのは確かだ（昆虫界，Ⅵ， 56, 1938）と

お互に言い合ったが残念ながら正式の記録は公表され

ずじまいであった。戦後香川大学におられた中條道夫

博士から同校の宮本氏の自宅（神戸住吉）の前で拾っ

た標本1早（22-Ⅷ-1954）を貰ったと手紙で御教示

下さった、これが神戸市での唯一の記録である。摩耶

山は杉も多いので本種が生息する環境としては別に不

足はないがはたして本種がいるのかどうかは全くわか

らない。県下の中央部から南の地域の本種の産出は現

在では一寸期待出来ないのではないだろうか。現在間

違なくいることがわかっているのは美方郡の扇の山と

養父郡の氷ノ山である。氷ノ山は所謂る坂の谷方面で

の産が記録としては多いように思われる。筆者自身未

採集なので残念なのであるが小倉氏が採集されるのに

同行して実際に拝見した。宍粟郡の音水、赤西渓谷に

も産するように思われるが今の所記録が無い。

本種の生態に就いては伊賀正汎氏が報告しておられ

る（昆虫界，Ⅶ， 66, 1939)。大変貴重なものである。

県下での珍種の1つであると言えよう6

産地：神戸市住吉〔1芋， 22－Ⅷ-1954,Miyamoto

leg. fromDr.M.ChUjO'sletter)｡*養父郡氷ノ山

（坂の谷)(1ex.,22-Ⅶ-1979, 1¥, 26－Ⅶ-1980,

0.Oguraleg.高橋, 1981)・ 美方郡扇の山（湯浅, 19

61.,辻，岸田， 1972〕。

、

Tribe Trichiini トラハナムグリ族

1． OsmodermaopicumLewis, 1887

オオチャイロハナムグリ

本種は1887年G・Lewis氏によって中禅寺、 日光、

今市で1881年8月採集された3早早で新種記載された

ものである (WienerEnt.Zeit.,W,p､49)｡

新島、木下両博士により図説されたのが邦文で初め

てのものであると考えられる (Res・Bull・Coll.Exp.

"｡reSt,C｡,l.A@｡・Hokkaidolmp.Univ.,Sapporo,
ii(2) : 187, Taf.Ⅵ, f. 6, 1923)｡

. Harold氏はDr.Hoffmanの東京からの採集品で日本

からO・ barnabitaMotschulshyを記録された(Deut､

Ent.Zeit.,Xm,Heft､ 1, p､12, 1878)がLewis氏は

本種のことであろうとされている (Ann. Mag. Nat.

Hist., (5)Xm: 199, 1887)。 また日本からではない

力↓樺太Shirarakoから松村博士が本種を記録(Jour.
Tohokulmp.Univ.Agr.,p､120,1911)されているがこ

の標本が北大農学部昆虫学教室にないことから真の

O.barnabitaではないだろうとされている (1923)。

O.barnabitaはシベリア、満州、北支jこ分布する種で

Medvedev氏の図説によると (FaunaCCCP, X,

4, pp.387-388, f､990-994, 1960)､沓交尾器は明

らかに異なるが前胸背中央の隆起、頭部の隆起の形状

も可成り異る様に思われる。

Osmoderna属の種は世界の産も種類が少いようで北

米、カナダ､中国､ヨーロッパに分布していてW・Junk

Col.Cat. (1922)には8種が記録されているだけであ

り前記Medvedev氏が1新種を記載(1960)している

1

*産地のところで〔 〕の中のものは記録によるもの。

（ )の中のものは筆者所有標本。記録の文献名は筆

者著、兵庫県産甲虫類に関する文献目録。改定版，

1981蝋を参照下さい。
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3. Trichius japonicusJanson, 1885

トラハナムグリ

本種も大変きれいなハナムグリであるが案外と兵庫

県での個体数の少い種の1つである。

本種はJanson氏により日本を産地として1885年新種

記載されたものである(Cist.Ent.Pars.XXIX(3) : 15

2)。その後Lewis氏は1880年6月、 日光のウツギの花

から得た。これは一番南に属する産地であ§･同じ年
8月7日は札幌では大変多くいた。巨大なアンゼリカ

の花に来ていて、それは手のとぎ〈所から数フィート

離れて風に大変強くゆれ動いて傘をさかさにした採集
法ではとりにくかったと。T.fasciatusL・が日本から

記録されているが之は誤I)で本種のことであると記し

ておられる（1887)。 ところがLewis氏がこのように

述べておられるにもか、わらず日本では樺太、シベリ

ア、 ヨーロッパに分布しているT. fasciatusを本種

と間違って同定されたから戦前の日本の図鑑はほと

んどが日本産をT・ fasciatusとして取扱っており日本

にT・ fasciatusを産すると取扱っている文献もある。

これが間違であることは沢田玄正博士が1939年に指摘

をされた（日本の甲虫， 3巻， 1号)。

即ち日本に産するのはT・ japonicusだけである。

戦前日本であった樺太だが当時でも樺太に採集に行

くことは仲々大変であった。筆者はそのころ樺太に旅
行された友人が豊原で採集されたT. fasciatus数頭め

内13 （18-Ⅶ-1938）を頂いて今でも大切に所有し

ている。他にチェッコスロバキアの標本も所有してい

るが上翅の斑紋がT・ japonicusと違うし、体長もや、

大形である。

T・ japonicusは日本特産種で北海道、本州、四国、

九州に分布する。北海道には多くいるようである。

兵庫県の記録は初めに記したように広く分布してい

るようであるが個体数が大変少いのか記録としては少

いし、筆者の採集も僅かである。

生態に就いての報告はしらない。3は尾節板の先端

が中高に突出、ギでは2瘤状。

産地：宝塚市武田尾〔関， 1934〕・ 加西市畑（1窪
卜

17-Ⅵ-1974)。 揖保郡〔大上, 1907), 鶏篭山(1

t, 27-V-1970)。 宍粟郡音水(2exs., 13－Ⅶ－19

58,M.Gotoleg)・ 氷上郡〔山本, 1958)・ 豊岡市

上陰〔高橋， 1975〕。 養父郡熊次〔奥谷， 1955〕，氷

ノ山〔1$， 30－Ⅶ-1957, Fujitaleg.) (13, 17

－Ⅶ-1971,K.Tsuji leg.)。 美方郡扇の山〔湯浅，

1960,辻・岸田， 1972〕。

2． Gnorimus ,viridiopacus (Lewis, 1887)
アオアシナガノ､ナムグリ

本種は1887年G.Lewis氏により日本で4exs.の

TrichiusでT・ subopacusMots.に良く似た種を得た、

T.viridiopacuSと名付けたいとT・ subopacusとの区別

を掲げられた。之が本種の原記載になる(WienerEnt.

Zeit.,W(2) :49)。 そして同じ年中禅寺から夏遅く3

頭を得たと記録された(Ann.Mag.Nat.Hist., XIX

(5):200)。その後新島、木下両博士の図説(1923)に

よって一般に知られるようになった(Gnorimus属とし

て扱われている)。

本属の種は大体ヨーロッパと日本、台湾、シベリア、

朝鮮、支那に分布していて他の地域にはいないようで

ある。 日本にはこの1種のみを産する。

本種に大変似ているG・ subopacusイブシアシナガコ

ガネはG.LewiS氏が対馬から5頭得たと記録された。

同じ年再びMr.Bowringがだいぶ前に得ているが1881

年に対馬で5頭得た。同時に札幌でも1頭得たとして

報告された（1887)。 この記録をもとに近藤英夫氏は

G・ subopacusを解説された時、北海道、本州、対馬に

分布するとしておられる（昆虫界，Ⅷ， 78, 1940)。

その後現在に至る迄日本での記録が全く見られない。

対馬に産することに就いては野村氏がLewis氏の北九

州の島の標本には朝鮮のものと思われるコガネムシが

3種もあるのでこの種の分布は保留しておいた方がよ

いとされている（対馬の生物， 1976)。 従って現在の

日本には本種を産しないと見てよいであろうと思われ

る。筆者の手許にも朝鮮這遙山産131早(7-V-

1939,Nodaleig.)並びにソ連プリモルスク地方産1$

（9－Ⅶ-1960）があるが色彩ではアオアシナガハナ

ムグリにもや、似たのがいるが概ね上翅において赤味

を帯びた茶褐色を呈し鈍い光沢を有し、斑紋が異り＄

交尾器にも差異が認められる。

イブシアシナガハナムグリとアオアシナガハナムグ

リは日本と大陸との対応種関係にあると考えられる。

アオアシナガハナムグリは北海道、本州、四国、九

州に分布していて山地の花に集る種でそれ程多くいる

種ではないように思われる。兵庫県下での記録は僅か

1例があるだけで分布状況のよくわからない種の1つ

である。

千種川上流地域と接する鳥取県側の沖ノ山の北西、

芦津～北股川、八河谷～稜木谷川流域には本種が極め

て普通に生息しているという記録がある(恩藤、江原、

1974）のでこの千種川沿の流域とかさらに三室山麓一

帯に本種が分布している可能性は大である。

産地：氷上郡神楽村〔山本， 1952, 1958〕。

『

（
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神崎郡大河内町川上（1¥， 4－Ⅵ-1977)。 相生市

三濃山(2$t, 1早, 8－Ⅵ-1977)。 揖保郡〔大

上， 1901〕， 鶏篭山(1t,27-V-1970)。 美方郡

扇ノ山〔湯浅， 1964,辻・岸田， 1972〕。

4． Trichius succinctus (Pallas, 1781)

ヒメトラノ､ナムグリ

本種を日本から一番初めに記録したのはG.Lewis氏

で1887年Oyayama,Nikko，Sapporo産8exs.，で記録さ

れ日本では稀らしいと記しておられる。同じ年氏は

Kioto,Nikko,Sapporo産8exs.’であると若干初めての

ものと産地が異なる報文を発表しておられる。しかる

にLewis氏は1879年にACatalogueofColeopterafrom

theJapaneseArchipelago,p,14,NolO27にT・abdomina.

lisMenet. (var.)なる種を記録されている。その後

Sch伽feldt氏がCatalogderColeopterenvonJapan,

1887, p.79にこれを引用し我が国では松村博士が、日

本千虫図解職 iii, 1906, p.98, p1.48, fi9.98にT・abd-

ominalisの学名で本種を取扱い発表された。Lewis氏

は1887年にT・succinctusを日本から記録されたのは恐

らく1879年に記録されたものと全じであろうと思われ

る。新島、木下両博士の論文では朝鮮産のものをsuc・

cinctus, 日本産をabdominalisとして区別され(1923)

それがそのま、踏襲されてきたわけである。

1943年になって沢田玄正博士は日本の種も従来チョ

ウセンヒメトラハナムグリT・ succinctusとして知ら

れて来た種と何等変ることはないとして表記学名に変

更された（関西昆虫学会々報， 13巻， 2号， 1943)。

可成り広く分布している種で日本以外済州島、朝鮮、

満州、東南シベリア、アスコルド島に分布している。

南満州､支那にsubsp・hananoiSawada,台湾からsubsp.

shirozuiSawadaの夫々亜種が知られている。台湾産

の標本をもっているが日本産より薄い色で斑紋をはっ

きり表わしている。3交尾器もや、異る。

生態に就いての報文は見当らない。 tの尾節板は中

高で巾より長いが芋ではゆるく中高、前脛節に2外歯

があり＄では第1附節よりもや、短く平では明らかに

長い。

本種は神戸市内では普通に採集出来るが意外と県下

での記録は少い･案外注意されていないのではないか

と思う。恐らく広く分布している種と考えられる。

産地：川辺郡猪名川町〔仲田, 1970],民田〔仲田，

1978〕・神戸市御影〔関， 1933〕， 烏原（13， 4－

Ⅵ-1939, 1早, 10－Ⅵ-1939, 1t｡, 1¥, 9－Ⅵ

－1940， 13， 11手早， 1－Ⅵ-1941, 2字手， 5－

Ⅵ-1943, 1f, 10－Ⅳ-1949, 1手, 9－Ⅵ－1966,

13， 1平， 1－Ⅵー1969, 1"30-V-1971, 1

早， 2－Ⅵ－1974, 13,27-V-1978, 1¥,10-

Ⅵ－1980， 13， 11－Ⅵ－1980, 233, 1f, 17-

Ⅵ-1980)， 山の街(1¥, 10－Ⅳ-1949), 藍那(1

合， 10－Ⅵ-1978)， 鵯越， 多井畑〔北村， 1937〕。

5. Paratrichiusdoenitzi (Harold, 1879)

オオトラフコガネ

本種は1873～1876年間東京大学南校教師をしていた

D6nitzWilheim氏(1838-1912)がYumoto(湯元)で

採集した標本に基いてHarold氏が新種として記載さ

れた種である(Deut・Ent・Zeit.XXIn,Heft． II :36

6)。記載当時はGnorimus属とされていた。その後

G.Lewis氏は6月には蠕から羽化させ,8月にはOyayama,

Nihosan,0ntakeandWada・togeの高い森林地帯の花

から成虫を見出すことが出来た。Janson氏はYezoか

らも記録していると報告された(Paratrichius属に扱

っている） （1887)。

日本特産種で本州・四国・九州に分布している。近

縁の種にオオシマオオトラフコガネP.duplicatusLeWis

がいる。こちらは奄美大島に産し更に沖繩本島には

subsp.okinawanusNomura,台湾にはsubsp・nomurai

Tesarを産する。

本種は朽木に産卵され、幼虫は朽木の中を食べ進み

5～6月頃踊化次いで成虫となる。本種の幼虫、蛎に

就いては宮武睦夫氏の貴重な報文・図説がある（四国

昆虫学会々報，第2巻, p､ 1-7, 1951)。

3の触角片状部は柄部の1.5倍で￥では短いことで

簡単に杏￥が見分けられる。また曾早で色彩を異にす

るのがその大部分であるが全く逆の現象を呈する個体

も得られる。

兵庫県下では山地帯に産して県の中央部から北に多

く南側の地域では全く見ることが出来ない。

産地：宍粟郡音水(233， 13－Ⅶ-1958, 1平， 15

－Ⅶ-1973)。 養父郡氷の山(I3, 22－Ⅶ-1954,

Y.Yamamotoleg., 13,1旱,25-Ⅶ-1955,Ishidaleg.,

333, 2旱子, 27－Ⅶ-1956, 6否否, 6早早, 21－Ⅶ

－1978， 13， 25－Ⅶ-1959)〔高橋， 1975〕･ 美方郡

扇の山〔湯浅, 1960.,辻・岸田, 1972,高橋, 1975)b

、

I

6. Paratrichiusseptemdecimguttatus(Snellenvan

Vollenhoven､ 1864) ジュウシチホシハナムグリ

本種はVollenhoven氏がJapanから新種記載してい

る（属名はTrichius.,Tijdsch・Ent.Nederl.p､159,19

64)。 残念ながらこの原記載所有していないので之以

上わからないがWaterhouse氏は1875年Tamatru,near

Nagasakiから5月に得た4exs・でt早の記載並び筈図
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うものである。この属の代表的な種でヨーロッパに広

く分布しているV・hemipterus (Linnaeus)がある。

現在手許にコーカサス産の4t$があるので見てみる

とオオヒラタハナムグリと前脛節の五端刺ではや、こ

ちらの方が第一・三・五歯の大形なのが顕著であるが

余り差はない。前尾節前の第五腹節背部両側に突起を

オオヒラタハナムグリは有るが之が無い。またL.he-

mipterusの方が上翅が割合短〈第五腹節の背面が大き
く露出している点やはり可成り違っていてオオヒラタ

ハナムグリはValgus属ではないと考えられる。Chari.

tovalgus属のもの、標本は有しないので若干不安はあ

るがArrow氏の記載と図(FaunaBritishIndia,Lamell.

I , p.246, p1. 11, fi9. 108,11, 1910)並びに中條博

士の図（日本の甲虫， 3巻， 2号， 1940）を見る限I)

Charitovalgus属に扱う方が良いようである。オオシマ

ヒラタハナムグリも339所有しているが上記特徴は

オオヒラタハナムグリと全じである。

一般に否は山地の花に集るがギは朽木から得られる

と。従来いくらかの亜種に分けられていたが現在では

北海道、本州、四国、九州、朝鮮に分布しているもの

は総てこの種1種のみであり、奄美大島にはC. lateus

Arrowオオシマヒラタハナムグリ、台湾、ネパールに

はC.pictus(Hope)タイワンオオヒラタハナムグリの

夫々別種を産する。

兵庫県下では中央部から北に産し少い種だと考えて

いたが三木の志染中学生の方が市内で採集された本種

を見せて下さった。同地の小倉滋氏の話では三木市

内の栗の花で割合得られるとのことであった。実際に

筆者はこの地では未採集であるが可成り南の方に迄分

布している種のようである。たずし全般に個体数がそ

う多いとは思われない。それと県下産の早の記録も知

らなければ未採集でもある。

産地：宍粟郡音水(13,13-Ⅶ-1958,Konoleg.)。

養父郡氷ノ山(13, 27－Ⅶ－1956, 13, 21－Ⅶ-

1958)〔高橋， 1959〕， 坂の谷(13, 22－Ⅶ-1979)。

美方郡扇の山〔湯浅， 1960,辻・岸田， 1972〕。

示をしておられる (Trichius属) (Trans.Ent.Soc.

London, 1875, p.115,pl.III, f.8)。 その後Lewis氏

は次の如くのべている。即ち噸本種は九州からのみ知

られている。 1881年5月19日Konoseのガマズミの花

に珍しくなく。そして同日約20頭程を古丸木から壊し

て得た。内5頭は全体が赤色であった〃と(Ann・Mag.

Nat.Hist.XIX(5) : 196-202, 1887)。

黒色のものと前胸背と上翅または上翅の一部は赤褐

色のものとある。触角片状部は否では柄部の1.5倍､平

では短い。分布は本州、四国、九州、朝鮮、中支那で

ある。

本種は従来県下からは扇の山の記録があっただけで

あるが小倉滋氏は坂の谷のノリウツギから499,

2平早を採集された（内43＄筆者保管)｡この付近に

は注意すればいるようである。

産地：養父郡坂の谷（433,2早与， 22－Ⅶ-1980,

S.0guraleg.,高橋, 1981)。美方郡扇の山広留野〔湯

浅, 1960.,辻・岸田, 1972)。

『

TribeValgini ヒラタハナムグリ族

7. Charitovalgusfumosus (Lewis, 1887)

オオヒラタノ､ナムグリ

本種はLewi.s氏によりJunsaiのアジサイの花から18

80年7月28日得たものと1881年にFukushima,0ntake

andChiuzenjiから得た全部で5exs．でもって新種記載

されたものである(Ann.Mag.Nat.Hist.XIX(5) : 196

-202） （属名はValgus)。

Arrow氏は1913年この種をChromovalgus属に取扱

った(Ann.Mag.Nat・Hist.,8, xii,p.394-408)。 沢

田博士はその後再びValgus属に入れるべきであるとさ

れた（日本の甲虫， 4巻， 1号, p, 1-4, pl. 1, 19

41)。 最近野村氏はCharitovalgus属の種として取扱

っておられる（原色昆虫大図鑑, II,追補・正誤表，

p.6, 1978)。 この種が何属に属する種であるか。充

分な標本を所有しないので若干の不安はあるが次に検

討して見る。

Chromovalgus属と言うのは蝋前脚の脛節は5個の外

歯を有しその第三及び第五は大形。頭楯は前端甚だ狭

〈円錐形をなす。早の尾節板に鰊状突起を有せず〃と

言うのが特徴であって本種は早の尾節板に鰊状突起を

有する種であるからこの属には所属しないと考える。

Valgus属は早の尾節板真直にして尖りたる長形の突

起を有し、その上部は重鋸歯状をなす。前脚の脛節は

5個の外歯を有し其の第一・三及び五は大形なりと言

（

8. Dasyvalgustuberculatus (Lewis, 1887)

トケヒラタハナムグリ
本種はLewis氏が1881年7月28日Fukushima, 8月

6日KurigaharaUsuitogeで見出したもので新種記載

されたものである(Valgus属として) (Ann.Mag.Nat.

Hist. XIX(5) : 196-202, 1887)｡ Arrow氏は1913年

Dasyvalgus属に取扱れた(Ann.Mag.Nat.Hist.(8)XII,

p.396, 407, 1913)。

本種は本州と四国に分布することが知られている。
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兵庫県産蝶類分布資料＜1）
一ヤマキマダラヒカゲ･エゾスジグロシロチョウー

広畑政己

がかなり紛れ込んでいることも充分考えられる。

ヤマキマダラヒカケの同定に当っては、高橋真弓(1

970)に従った。またエゾスジグロシロチョウに関して

は、発香鱗と発香嚢の大きさの比率（3の場合） と鱗

粉を除去した後のソケット列の交錯比率（早の場合）

を用いた。※印のあるものはこの方法で同定したもの

である。

両種の同定に当っては、新川勉、藤岡知夫の諸氏に

御助力いただいた。また、採集記録を御提供いただき、

調査に御協力下さった次の方々にお礼を申し上げる。

相坂耕作、青山潤三、入江照夫、石井為久､上田尚志、

尾崎勇、黒田収、木下賢司、木村三郎、高橋寿郎、西

隆広、花岡正、森下泰治、八木弘、山本広一、吉田豊

（アイウエオ順、敬称略）

1， はじめに

兵庫県に於てこれまでに採集された蝶は、偶産種を

加えると130数種を数えるが、これらの種の大半を、

山本広一、吉阪道雄両氏が1958年から1960年にかけて

「兵庫生物」誌上に「兵庫県産蝶類目録」として報告

されている。その後1970年には山本広一氏によって、

1964年までに県下で土着が確認された119種のうち､局

地的な分布をしている50種についてその詳細を「月刊

むし」NQ3に「兵庫県の蝶相」 として報告され、県下

に生息する蝶の分布の大略が明らかになっている。

1970年代に入ると、県下各地で同好会が次々と結成

され、その影響で、従来にも増して精力的な調査が行

われるようになった。その結果、ベニモンカラスシジ

ミの県下に於ける初記録というビッグニュースをはじ

め、ナガサキアケハの土着や、ヒサマツミドリシジミ

を筆頭にミドリシジミ類の新しい産地の発見など話題

はこと欠かない。

その反面、環境の変遷やその他の諸条件により、 ヒ

ョウモンモドキなど現在絶滅したと思われる種や、オ

オウラギンヒョウモンのように激減している種もかな

りでてきている。

このような状況の中にあって、華やかな話題をまく

蝶の影に隠れ、 日の目をみない種も多くある。特にこ

れらの種については、生態面はおろか分布すら解明さ

れていないのが実状である。

そこで、これらの種のうち、この度はヤマキマダラ

ヒカケ、エゾスジグロシロチョウについて、筆者の数

年の分布調査の結果と、これまでに報告された記録と

を併せて県下に於ける両種の分布をまとめてみた。

両種は県下に生息する蝶の中でも極めて同定の困難

な種で、ヤマキマダラヒカケについては11年前までは

サトキマダラヒカケと同種となっていた。従って、そ

れまでの報告ではサトキマダラヒカケとして取扱われ

ているため、ヤマキマダラヒカケとしての記録の集積

がなく、この度の報告では、そのほとんどが、 1971年

以降の記録となった。スジグロシロチョウ、サトキマ

ダラヒカケとして採集されている標本の中には、両種

『

2， ヤマキマダラヒカゲの分布について

国内に産するキマダラヒカケ属Neopeの2種は、 19

70年以前は同種とされ、種内に平地型と山地型の2型

があることが知られていた。しかし、高橋真弓(1970）

は、このキマダラヒカケの平地型と山地型は同一種内

の亜種や遺伝型ではなく、まったく独立した別の種で

あるという見解を提唱され、従来キマダラヒカケとさ

れていたものは、サトキマダラヒカケとヤマキマダラ

ヒカケの2種に分類され現在に至っている。

国内に於けるヤマキマダラヒカケの分布は、高橋真

弓(1970)によれば、北は北海道から南は九州に至る地

域に分布しているが、その分布域は一般的には山岳地

帯に限られ、平地には分布しないのが普通であると記

されている。現に兵庫県下に於ても主として高標高地

にその生息地が多かったが、谷晋(1980)や高橋真弓・

青山潤三(1980)の房総半島の本種の分布に見るように、

県下に於ても低山地（標高20m～80m)にも分布が確

認されており、山岳地帯の蝶のイメージを一新してい

る。県下に於ける採集記録を産地別に1例づつ記すと

次の通りとなる。

〈
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<採集記録＞ 束北部の地域からは、 まだ本種が発見されていない。

しかし前述の通り、キマダラヒカケとして採集された

中に本種が混っているか、発表されていない記録も多

いものと思われる。

一方垂直分布の範囲は広く、下限は豊岡市妙楽寺、

上佐野などの標高20mの記録があり、同市福成寺、西

脇市岡ノ山(80m)、 日高町観音寺と床ノ尾山霧野(1

00m)、豊岡市三開山と佐用町青木(160m)がこれに

次いでいる。

これら標高200m以下の産地は､概知産地37ヶ所のう

ち約30%にあたる11ヶ所もあるが、西脇市岡ノ山、

佐用町青木以外はすべて日本海側にある。この垂直分

布の様式は、 クマザサを食草としているヒメキマダラ

ヒカケの瀬戸内側は高く、 日本海側は低いという様式

に類似している。

標高1,000m以上の記録としては、氷ノ山東尾根、藤

無山山頂、須留峰の3ヶ所があるが、県下に於ける垂

直分布の中心は標高300m～900m(図2)の樹林帯周辺

のクマザサの分布する地域とおおむね一致することか

ら、 クマザサの生息できる気候と環境が重要なポイン

トになっているようである。県下に於ける本種の食草

は、一宮町富士野でクマザサを確認しているが、前記

の概知産地のうち、西脇市岡ノ山や豊岡市妙楽寺など

は、 クマザサが分布していないことからも、今後食草

との関連も併せた調査が望まれる。
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図1． 兵庫県に於けるヤマキマダラヒカゲの

分布概念図

鰯

猟

竺呉●

日本海側の分布については、木下賢司氏をはじめ但

馬虫の会の方々の精力的な調査によって多くの産地が

見つかっているが、図1で見る通り、本種が生息して

いると推測できる養父郡八鹿町から多紀郡に至る県下

、
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川辺郡猪名川町広瀬～銀山191¥ 5-V-1961日浦 勇側

※西脇市野村 1＄ 14-Ⅳ-1973木下総一郎側

※ 〃 出合 1￥13-Ⅳ-1978尾崎 勇鋤

※ 〃平野 1$ －－Ⅳ-1980吉田 豊

※多可郡黒田庄町門柳 1ギ 16-Ⅳ-1976森下泰治

加古川市友沢 （羽化)1¥ 25-III-1959中谷貴寿('3

※相生市三濃山 11 29-V-1978入江照夫“

※神崎郡福崎町新 lt 4-W-1975石井為久“

※ 〃 大河内町川上 13 5-V-1980広畑政己"

※佐用郡上月町上秋里 1＄ 14-Ⅵ-1980西 隆広倒
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3、 エゾスジグロシロチョウの分布について

本種もキマダラヒカケ属Neopeの2種同様同定の困

難な種で、特に春型と夏型の早は近似種のスジグロシ

ロチョウと酷似し、小さな個体で、翅形に丸味をもっ

たスジグロシロチョウは、どちらに分類しようかとし

ばしば迷った経験がある。しかし、前述の通りの方法

で同定すると、まぎらわしい個体も容易に見分けられ

る。これまでに筆者の把握した採集記録と産地別に1

例づつ上げると次の通りとなる。

勇側 ’

邦明側

政己卿

1:1¥14-W-1961尾崎

19 19-m-1970登日

1加早11-V-1980広畑

※津名郡北淡町江崎

〃 〃常隆寺山

※ 〃津名町佐野興隆寺

本種の県下に於ける分布を見ると、スジグロシロチ

ョウよりはるかに局地的ではあるが、その分布域は図

5の通り、淡路島から日本海側まで兵塵県全域にかけ

て点在している。

筆者が調査した生息地のうち、淡路島の佐野興隆寺

では本種のみが見られたが、雪彦山、三濃山、大河内

町川上、西脇市出合、黒田庄町門柳ではスジグロチョ

ウと混生しており、県下での本種の生息地はこのよう

なところが多いのではないかと思われる。

また、一般的に山間部の林縁や渓谷沿いの空地など

を生活の場所としているようであるが、県下の場合は、

そのような場所もあるが、西脇市のように田畑周辺の

林縁や福崎町新のように市川の堤防のようなところも

あり、スジグロシロチョウ生息場所と比較すると際立

った特徴はない。しかし、スジグロシロチョウと本種

の記録を比較してみると、スジグロシロチョウの採集

記録のある波賀町東山、大河内町峰山、砥峰、関宮町

杉ヶ沢、村岡町北鉢伏山、温泉町春木峠､波賀町赤西、
昌

美方町三原高原、美方高原鞍ど標高が500m～1,000m

<採集記録＞

１
０
鯛
，
朧
″
阪
山

士
口
一
月

１
３
２

５
５
６

９
９
９

１
１
１

－
一
一

珊
珊
型

踊
”
夏

聡
聡
雌
一
一
吋
恥
一
聡
一
崎
畔
州
畔
一

神戸市六甲山上

〃 東灘区御影町

〃 中央区再度谷

〃摩耶

〃 有馬

宝塚市宝山寺

※ 〃武田尾

川西市笹部

〃花折橋

〃新滝道
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〃移瀬～虫尾

〃一庫

〃一ノ鳥居
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加藤昌宏(4)

〃 （4）

21-Ⅳ-1968宮武 側

11-W-1981西 隆広

26-Ⅳ-1970仲田元亮卿

20-W-1971日下部真鯛2）

29-Ⅸ-1976仲田元割、

7－Ⅵ-1964日浦 勇側

17-Ⅳ-1962 〃 側

26-Ⅶ-1966高須賀信僻2）

23-Ⅳ-1972日下部真雄(2)

8－Ⅷ-1976仲田元評，
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の地域からは本種の記録がない。垂直分布図（図3.4）

で見てもわかる通り、スジグロシロチョウは400m以上

でもかなりの記録があるのに対し､本種は400m以上の

産地は5ヶ所よりなく、スジグロシロチョウが低標高

地から高標高地、本種が低標高地に分布するという以

外な結果がでている。

4、 おわりに

以上、ヤマキマダラヒカケとエゾスジグロシロチョ

ウの分布の一端にふれてみたが、両種とも同定が困難

なことと、普通種であるということから、同好者の

注目を集めず、珍しい種と比較すると研究もたち遅れ

た状態になっている。

これまで採集された標本の中にも両種が混入してい

ることも充分考えられるので、それらの標本と、今後

県下各地の調査に行かれた折に採集された個体を拝見

できる機会があれば幸せである。

発表に際しては、キマダラヒカケ属2種の分布の比

較などをすることが最良と考えたが、筆者の手元には

採集記録も少なく、記録の集積ができるのを待って次

の機会に、今回ふれなかった生態面も加えて報告した

いと考えている。
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兵庫県におけるミド'ノヒョウモン

黒角型について大永ぺ木村三郎
年宍粟郡安富町三坂、 1980年飾磨郡夢前町菅生潤にお

いて確認した。

自宅にて採卵飼育したところ卵期12日間で卵殼をす

こしかじるほかスミレを食べず越冬し翌春スミレの芽

だちとともに摂食を始め好んでタチボスミレを食べた。

1 ， はじめに

ミドリヒ三1ウモンArgynnispanhiaは、兵庫県全域

に分布する普通種である。

本種の早には杏と同色の地色を持つ榿色型(正常型）

と、翅の表面がまったく見られなくなる黒色型の2型

があることが古くより知られている。県内においては

1953年の越智研一郎氏1)によって初めて記録され、そ

の後いままでに6例報告されている。

筆者は養父郡関宮町の杉ガ沢(標高750m)において

1980年8月15日に黒色中間型を採集しこの早蝶の飼育

によって1981年6月2日温室にて1￥完全黒色型が羽

化した。ここに過去の文献記録と虫友による、未発表

採集記録や私信等を合わせ整理し、今後の県内におけ

る調査のための資料として御活用いただければ幸せで

ある。

本文に先だち、本種について引用文献中の淀江賢一

郎氏6)の労作におうところが多く厚くお礼申しあげる。

4，分布

データー中、採集地の標高は確認できたものにつけ

加えた。なお産地の番号は地図の番号と一致する。

①氷上郡神楽村栗鹿山 0-0-1953越智研一郎1）

②養父郡関宮町鉢伏山(1200m)､ 12-W-1955吉阪道雄2）

③朝来郡生野町段ガ峯(1100m) 8-W-1956 山本広－2）

④川西市妙見新滝 28-Ⅶ-1977赤山敦夫4）

⑤神戸市長田区一里山町 25-Ⅵ-1954松本健嗣5）

⑥神戸市垂水区櫨谷町 15-Ⅸ-1963大谷 泉5）

⑦神崎郡市川町上小田(450m) 27-W-1978花岡 正

（完全黒色型）

⑦〃 〃 27-Ⅵ-1978花岡 正

（黒色中間型）

③佐用郡三日月町三日月(250m) 15-m-1979広利雅美

（黒色中間型）

⑨佐用郡三日月町土文(250m) 0-X-1979鎌谷重喜

（完全黒色型）

⑩養父郡関宮町杉ガ沢高原(750m) 22-W-1980相坂耕作

（完全黒色型）

⑩〃 〃 15-Ⅷ-198O木村三郎

（黒色中間型）

"" (Bred) 2-W-1981木村三郎
（完全黒色型）

竜⑪宍粟郡安富町三坂(120m) 5-W-1981木村三郎
（黒色中間型）

⑫神崎郡大河内町砥峯(850m) 9-m-1981広畑政己

（黒色中間型）

⑬神戸市六甲山系山地帯(800m) 尾崎 勇

完全黒色型く黒色中間型比較的多いとの私信

5、飼育について

温室にて早期に飼育したためデーターははぶかせて

いただいた。羽化した個体は＄が多く黒色中間型の母

蝶から完全黒色型1頭、黒色中間型く正常型1頭、正

常型2頭であった。

2'、 黒色型の定義

黒色型の定義については淀江賢一郎氏がすでに「す

かしば」NQ15: 11～16に発表されているのでおもにそ

れを引用させていただいた。本報でも1つは藤岡知夫

（1975）による大図鑑のプレートを利用して次のよう

に定義づけておくことにする。

PL92・No.9が完全黒色型であり、No8は黒色中間型

N05 ．12程度では黒色型とは言い難い。

もう1つは川副昭人・若林守男（1976）原色日本蝶

類大図鑑のプレート第45図版の2d(暗化型） とされて

いるのは黒色中間型とする。

3、生態

年1回の発生で平地では6月の中旬頃から発生し、

多くの山地では7月に入ってから目立ち始める。秋期

にかけて旱が多く見られるようになる。

樹林帯の渓谷沿いや山地路上のやや開けた場所に多

く見られる。吸蜜源としていままでにウツギ（白）

シシウド(白） オカトラノオ(白） ヒヨドリバナ(白）

クリ （淡黄色）イボタノキ(白） セリ（白） 各種アザ

ミ(紅紫色） ソバ(白） コスモス(白)が確認できた。

いままでに観察した交尾飛翔型式は←＄＋旱で1981

－36－
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囮編集後記囮

会報No.7をお手許におとどけいたします。

会員諸氏のご協力のおかげで予定どおり発行すること

が出来ました。

今回は蝶、蛾、 トンボ、甲虫と内容が充実し読みご

たえのある会報となりましたことは運営委員として、

大変嬉しく思っております。

仕事と趣味に今年ほど充実した年はありません。

今年9月に美方郡温泉町と鳥取県岩見郡国府町を結ぶ

林道「海上(うみがみ)線」が開通し事前調査で大変良

い採集地と思いました。ぜひ早く調査してみて下さい。

林道開通による受益面積538haうち人工林はわずか、

89haでほとんどがブナ、 クヌギ、 トチなどの雑木林で

来年から人工林化が進みそうです。

国定公園内の山岳地帯を走る林道だけに景色は抜群、

上山高原にはハイキングコースもあり、家族連れで、

ドライブがてらいかがですか。

次回もこれまで以上に兵庫県産の報文等にご協力の

程お願いいたします。

（運営委員）
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編集者・相坂耕作．木村三郎．広畑政己

印刷・西播印刷所
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クロアケハの赤紋発達型を採集………………………………………………………………小坂文之
や

兵庫県のクビナガハムシ…………………………………………………………………………高橋寿郎
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｡ 6

昆虫館だより⑤……･･……………………………………………………………………･………内海功一
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の
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･

メスアカミドリシジミ雌の斑紋………………………………………………………………花岡正

イッシキキモンカミキリが灯火に飛来……………………………………………………相坂耕作
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